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挨拶をする岡理事長

　
平
成
29
年
に
伊
勢
市
で
開
催
さ
れ
る
第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
三
重
の
実
行
委
員
会
設

立
総
会
が
４
月
24
日
、
同
市
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た
。
総
会
で
は
基
本
計
画
や
収

支
予
算
案
の
承
認
が
行
わ
れ
た
。
計
画
で
は
「
お
菓
子
が
つ
な
ぐ
『
お
も
て
な
し
』
を
世
界
へ
」

テ
ー
マ
に
60
万
人
の
入
場
者
数
を
目
標
と
さ
れ
た
。

　

席
上
、
三
重
県
菓
子
工
業
組

合
の
岡
理
事
長
は
「
三
重
県
で

は
初
め
て
の
開
催
。
菓
子
業
界

の
夢
や
希
望
を
未
来
に
つ
な
ぐ

と
と
も
に
、
三
重
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
な

の
で
、
ぜ
ひ
、
成
功
さ
せ
た
い
」

と
挨
拶
さ
れ
た
。
来
賓
に
は
鈴

木
英
敬
県
知
事
（
代
理
・
県
雇

用
経
済
部
広
田
部
長
）か
ら「
地

域
創
生
の
実
現
の
た
め
、
非
常

に
意
味
が
あ
り
、
力
を
合
わ
せ

て
支
援
し
て
ゆ
く
」、
伊
勢
市

・
鈴
木
健
一
市
長
は
「
鳥
羽
・

志
摩
、県
と
一
体
に
な
り
、様
々

な
面
で
支
援
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

　

総
会
で
は
三
重
県
菓
子
工
業

組
合
や
県
、
市
の
関
係
者
が
出

席
し
、
同
実
行
委
員
会
の
委
員

長
に
濱
田
典
保
氏
（
三
重
県
菓

子
工
業
組
合
副
理
事
長
）
が
就

任
、
委
員
に
は
三
重
交
通
や
中

部
電
力
、
百
五
銀
行
な
ど
県
内

主
要
企
業
や
県
と
市
の
代
表
者

等
27
名
が
委
員
に
就
任
し
た
。

　

同
菓
子
博
の
開
催
期
間
は
平

成
29
年
４
月
21
日
～
５
月
14

日
、目
標
入
場
者
数
は
60
万
人
、

経
済
効
果
は
１
３
０
億
円
と
試

算
さ
れ
て
い
る
。

　

開
催
地
の
シ
ン
ボ
ル
を
工
芸

菓
子
で
製
作
す
る
展
示
で
は
、

参
宮
街
道
の
「
伊
勢
神
宮
・
宮

川
の
渡
し
」
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

作
品
を
計
画
し
て
い
る
。

３
面
に
関
連
記
事
。
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輸
入
バ
タ
ー
の
安
定
供
給
に
向
け
て

独
立
行
政
法
人

農
畜
産
業
振
興
機
構
に
対
し
要
望

　
バ
タ
ー
の
安
定
供
給
に
向
け
て
、
菓
子
業
界
で
は
農
水

省
に
引
き
続
き
、
独
立
行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構
と

意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。
同
会
に
は
畜
産
需
給
部
石
橋

隆
部
長
、
同
部
乳
製
品
課
玉
井
明
雄
課
長
、
㈿
全
日
本
洋

菓
子
工
業
会
、（
一
社
）
日
本
洋
菓
子
協
会
連
合
会
、
全

菓
連
関
係
者
が
出
席
し
た
。
菓
子
業
界
か
ら
は
輸
入
バ
タ

ー
が
国
産
を
上
回
る
価
格
で
取
引
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

最
終
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
菓
子
業
界
ま
で
流
通
し
に
く
い
現

状
な
ど
、
現
場
で
起
き
て
い
る
問
題
点
を
説
明
し
た
。

　

同
意
見
交
換
会
で
は
、
独
立

行
政
法
人
農
畜
産
業
振
興
機
構

よ
り
、
最
近
の
牛
乳
乳
製
品
の

需
給
状
況
や
バ
タ
ー
の
輸
入
制

度
、
輸
入
実
績
な
ど
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
っ
た
。

⑴
最
近
の
酪
農
を
取
り
巻
く
状

況
と
国
の
対
策

　

酪
農
家
（
乳
用
牛
飼
養
）
戸

数
は
、
17
年
か
ら
26
年
度
に
か

け
て
２
７
，
７
０
０
戸
か
ら
１

８
，
６
０
０
戸
と
９
千
戸
も
減

少
し
て
い
る
。
こ
の
間
に
乳
用

牛
飼
養
頭
数
に
つ
い
て
見
て

も
、
１
６
５
万
５
千
頭
か
ら
１

３
９
万
５
千
頭
と
、
15
％
も
減

少
し
続
け
て
い
る
状
況
。ま
た
、

酪
農
家
一
戸
あ
た
り
の
経
産
牛

の
飼
養
規
模
に
つ
い
て
は
、
全

国
で
38
頭
か
ら
48
頭
、
北
海
道

で
55
頭
か
ら
68
頭
と
規
模
拡
大

が
進
ん
で
い
る
が
、最
近
で
は
、

規
模
拡
大
も
限
界
に
達
し
つ
つ

あ
る
よ
う
な
状
況
だ
。

　

生
乳
生
産
量
に
つ
い
て
は
、

平
成
８
年
度
に
ピ
ー
ク
の
８
６

６
万
㌧
あ
っ
た
の
が
、
25
年
度

に
は
７
４
５
万
㌧
ま
で
減
少

し
、
17
年
間
で
１
２
０
万
㌧
以

上
減
少
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

直
近
の
状
況
は
、
都
府
県
の
生

乳
生
産
は
、
一
貫
し
て
減
少
し

て
い
る
が
、
北
海
道
の
生
乳
生

産
は
、
回
復
傾
向
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
酪
農
の
生
産
基

盤
が
弱
体
化
し
つ
つ
あ
る
背
景

と
し
て
は
、
①
Ｔ
Ｔ
Ｐ
交
渉
な

ど
国
際
化
進
展
に
伴
う
将
来
不

安
、
②
酪
農
経
営
者
の
高
齢
化

と
後
継
者
不
足
、
③
エ
サ
代
の

高
騰
な
ど
に
よ
る
収
益
性
の
悪

化
、
な
ど
に
よ
り
生
産
現
場
で

設
備
投
資
な
ど
が
停
滞
し
て
い

る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
農

林
水
産
省
で
は
、
わ
が
国
の
畜

産
・
酪
農
の
生
産
力
の
強
化
対

策
と
し
て
、
26
年
度
補
正
予
算

及
び
27
年
度
予
算
で
、
総
額
５

０
０
億
円
以
上
の
増
額
を
果
た

し
、
酪
農
な
ど
の
生
産
基
盤
の

強
化
に
乗
り
出
し
て
い
る
と
こ

ろ
。

　

具
体
的
に
は
、
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
対
策
（
地
域
レ
ベ
ル
で
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
を
作
成

し
、
地
域
ぐ
る
み
で
畜
産
関
係

者
が
連
携
し
酪
農
家
の
収
益
性

を
向
上
さ
せ
る
取
組
み
を
推

進
。
こ
の
場
合
、
施
設
整
備
や

機
械
の
リ
ー
ス
整
備
な
ど
を
通

じ
て
酪
農
家
を
支
援
す
る
仕
組

み
）
を
通
じ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
搾

乳
機
器
の
導
入
の
促
進
や
、
雌

雄
判
別
精
液
の
促
進
な
ど
、
生

乳
生
産
の
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
、
強
力
に
対
策
を
推

し
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

３
面
に
続
く
。

（
業
界
関
係
受
章
者
、
順
不
同
）

▽
旭
日
小
綬
章
＝
面
澤
義
昌
氏

（
全
国
菓
子
工
業
組
合
連
合
会

副
理
事
長
）

▽
旭
日
小
綬
章
＝
原
光
雄
氏

（
日
本
洋
菓
子
協
会
連
合
会
会

長
）

▽
旭
日
双
光
章
＝
鈴
木
守
氏

（
岩
手
県
菓
子
工
業
組
合
元
副

理
事
長
）

▽
瑞
宝
双
光
章
＝
比
良
田
輝
明

氏
（
鹿
児
島
県
菓
子
工
業
組
合

副
理
事
長
）

▽
藍
綬
褒
章
＝
土
井
康
司
氏

（
大
阪
府
菓
子
工
業
組
合
員
）

平
成
27
年
春
の
叙
勲
褒
章

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
三
重

実
行
委
員
会
が
設
立
総
会
を
開
催
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総
務
省
が
今

月
発
表
し
た
家

計
調
査
に
よ
る

と
、
３
月
の
２

人
以
上
世
帯
の

実
質
消
費
支
出
は
前
年
同
月
比

10
・
６
％
減
少
し
、
現
在
の
形

の
統
計
と
な
っ
た
２
０
０
１
年

以
降
で
は
最
大
の
下
げ
幅
と
な

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
昨
年

３
月
は
消
費
税
引
き
上
げ
前
の

駆
け
込
み
需
要
で
７
・
２
％
の

増
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
は
あ

る
も
の
の
、
昨
年
５
月
の
８
％

減
を
筆
頭
に
消
費
税
増
税
後
12

ヵ
月
連
続
で
の
マ
イ
ナ
ス
が
続

い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
消

費
増
税
が
消
費
支
出
に
与
え
る

影
響
の
大
き
さ
を
如
実
に
示
す

も
の
に
他
な
ら
な
い
。
４
月
以

降
の
消
費
支
出
が
回
復
軌
道
に

乗
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な

い
。

　

自
民
、
公
明
両
党
は
１
月
26

日
の
与
党
税
制
協
議
会
に
お
い

て
『
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
検

討
委
員
会
』
を
設
置
し
、
29
年

４
月
の
消
費
税
再
引
き
上
げ
に

向
け
て
生
活
必
需
品
な
ど
の
軽

減
税
率
を
導
入
す
る
た
め
の
検

討
を
本
格
化
し
て
お
り
、
今
秋

の
税
制
改
革
大
綱
に
盛
り
込
む

方
針
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

最
近
の
報
道
に
よ
る
と
、
こ

の
検
討
委
員
会
で
は
、
昨
年
６

月
に
与
党
税
制
協
議
会
が
公
表

し
た
食
料
品
に
軽
減
税
率
を
導

入
す
る
場
合
の
８
つ
の
ケ
ー
ス

の
う
ち
、「
酒
を
除
く
飲
食
料

品
」、「
生
鮮
食
品
」、「
精
米
の

み
」
の
３
つ
の
ケ
ー
ス
を
主
な

検
討
対
象
に
議
論
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
自

民
党
は
、
税
収
の
落
ち
込
み
や

事
業
者
の
混
乱
を
抑
え
る
必
要

が
あ
る
と
し
て
対
象
品
目
を
絞

り
込
む
べ
き
だ
と
し
て
い
る
の

に
対
し
、
公
明
党
は
、
消
費
税

の
引
き
上
げ
に
伴
う
国
民
の
負

担
感
を
軽
減
す
る
た
め
幅
広
い

品
目
に
適
用
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
自
民

党
サ
イ
ド
は
、
今
回
は
「
精
米

の
み
」
と
し
て
様
子
を
見
た
上

で
、
税
率
が
10
％
を
超
え
る
段

階
で
対
象
を
広
げ
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
憶

測
も
流
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の

税
率
引
き
上
げ
に
よ
る
消
費
支

出
へ
の
影
響
を
見
る
と
、
生
活

必
需
品
と
り
わ
け
食
料
品
へ
の

軽
減
税
率
の
導
入
は
避
け
て
通

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な

い
か
。
消
費
増
税
が
10
％
で
打

ち
止
め
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

ご
く
限
ら
れ
た
品
目
を
対
象
と

す
る
こ
と
で
足
り
る
で
あ
ろ
う

が
、
そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、

今
後
の
税
率
引
き
上
げ
を
容
易

に
す
る
た
め
に
も
「
酒
を
除
く

飲
食
料
品
」（
富
裕
層
も
同
様

に
軽
減
さ
れ
る
の
で
非
効
率
と

い
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
定
額
以

上
の
外
食
は
除
外
し
て
も
良
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
）
へ

の
軽
減
税
率
の
導
入
が
必
要
な

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
近

の
財
政
危
機
に
対
応
し
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
国
が
速
や
か
に
消
費

税
の
引
き
上
げ
を
行
え
た
の

も
、
国
に
よ
り
内
容
は
異
な
る

も
の
の
生
活
必
需
品
に
対
す
る

軽
減
税
率
制
度
が
確
立
し
て
い

る
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も

ち
ろ
ん
、
様
々
な
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
が
、
そ
も
そ
も
完
全
に
問
題

の
無
い
制
度
な
ど
あ
り
得
な
い

の
で
は
な
い
か
。
消
費
税
は
社

会
福
祉
の
た
め
と
い
わ
れ
る

が
、
生
存
を
支
え
る
食
料
品
を

で
き
る
だ
け
安
価
に
供
給
す
る

こ
と
は
社
会
福
祉
の
原
点
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
低
所
得
者
に

は
還
付
金
制
度
を
仕
組
め
ば
増

税
の
悪
影
響
は
避
け
ら
れ
る
と

の
説
も
あ
る
が
、
所
得
の
捕
捉

の
精
度
の
問
題
は
さ
て
お
い
て

も
、
後
で
還
付
さ
れ
れ
ば
消
費

支
出
は
減
少
し
な
い
の
で
あ
ろ

う
か
、消
費
者
心
理
と
し
て
は
、

財
布
か
ら
出
し
て
払
う
時
点
で

支
出
す
る
か
、
節
約
す
る
か
判

断
さ
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
前
回
平
成
９
年
の
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
、
今
回
の
引
き

上
げ
が
消
費
支
出
、
景
気
動
向

に
及
ぼ
し
た
影
響
を
充
分
踏
ま

え
た
判
断
を
お
願
い
し
た
い
。

因
み
に
、
前
回
の
２
パ
ー
セ
ン

ト
引
き
上
げ
時
は
、
物
価
と
所

得
も
上
昇
し
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
１
９
９
０
年
の
消
費
税

３
パ
ー
セ
ン
ト
導
入
時
を
上
回

る
買
い
だ
め
と
反
動
減
が
生
じ

て
い
た
が
一
年
後
に
は
ほ
ぼ
元

に
戻
っ
て
い
る
。
次
回
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
引
き
上
げ
の
先

延
ば
し
に
伴
い
経
済
条
項
を
削

除
し
た
こ
と
か
ら
、
２
％
一
度

に
引
き
上
げ
る
も
の
と
理
解
さ

れ
て
い
る
が
、
景
気
へ
の
影
響

を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
に

は
内
閣
参
与
の
浜
田
宏
一
教
授

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
１

パ
ー
セ
ン
ト
ず
つ
引
き
上
げ
る

と
い
う
方
法
も
十
分
検
討
に
値

す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま

で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
る
が
、

消
費
税
の
目
的
は
社
会
福
祉
の

財
源
確
保
で
あ
っ
て
、
省
エ
ネ

税
制
の
よ
う
に
税
制
そ
の
も
の

に
よ
っ
て
政
策
目
的
を
実
現
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
、
軽
減
税
率
の
対
象
品
目
の

線
引
き
に
当
た
っ
て
は
、
そ
れ

に
よ
っ
て
品
目
間
の
競
合
関
係

を
変
化
さ
せ
る
よ
う
な
こ
と
は

厳
に
回
避
し
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

　

全
菓
連
専
務
理
事
・
山
本
領

家
計
消
費
支
出
の
動
向
と

消
費
税
軽
減
税
率
検
討
の
行
方

加
盟
学
校
要
覧
と
ポ
ス
タ
ー
配
布

日
本
菓
子
教
育
セ
ン
タ
ー

　

日
本
菓
子
教
育
セ
ン
タ
ー

（
理
事
長
高
井
和
明
氏
）
で
は
、

こ
の
ほ
ど
同
セ
ン
タ
ー
の
加
盟

学
校
要
覧
と
掲
示
用
ポ
ス
タ
ー

（
写
真
）、
チ
ラ
シ
を
新
し
く

作
成
し
、
全
国
約
５
０
２
６
の

高
等
学
校
に
配
付
し
た
。

　

同
要
覧
に
収
載
さ
れ
て
い
る

各
校
は
同
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ

り
、
菓
子
づ
く
り
の
た
め
に
必

要
な
理
論
や
技
術
を
学
ぶ
た
め

に
最
も
適
し
た
学
校
で
あ
る
。

　

ま
た
、
和
洋
菓
子
業
界
で
は

次
世
代
を
担
う
意
欲
あ
る
若
人

を
求
め
て
い
る
た
め
、
ポ
ス
タ

ー
を
全
国
の
高
等
学
校
に
掲
示

し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、
進
路

指
導
の
際
、
加
盟
学
校
要
覧
を

活
用
し
て
頂
き
、
菓
子
学
校
の

進
学
を
教
示
し
て
も
ら
う
。

　

同
要
覧
の
掲
載
項
目
は
次
の

通
り
。

　

○
校
名
、
所
在
地
、
交
通
、

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
学
校
の
特
色
、
募
集
要
項
、

募
集
人
員
、
選
考
方
法
、
資
格

取
得
に
つ
い
て
、
就
職
状
況
に

つ
い
て
、学
校
見
学
に
つ
い
て
、

学
費
な
ど
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
日
本
菓
子

教
育
セ
ン
タ
ー
（
電
話
０
３
―

３
２
３
２
―
０
２
８
２
）
に
問

い
合
わ
せ
る
と
良
い
。

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
催
さ
れ
る

　

４
月
14
日
和
歌
山
市
の
ホ
テ

ル
グ
ラ
ン
ビ
ア
に
て
平
成
27
年

度
の
全
菓
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年

９
月
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
本
年
は
、
５
月
の
全
菓
連

の
総
会
に
お
い
て
任
期
切
れ
に

伴
う
役
員
選
任
が
予
定
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
選
出
役
員
候
補
を
協
議
す
る

こ
と
も
兼
ね
て
前
倒
し
で
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。
会
議
で
は
開

催
地
の
和
歌
山
県
菓
子
工
業
組

合
駒
井
良
章
理
事
長
の
開
会
挨

拶
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
長
奈

良
県
菓
子
工
業
組
合
福
岡
洋
介

理
事
長
の
挨
拶
、
全
国
菓
子
工

業
組
合
連
合
会
大
窪
幹
夫
理
事

長
の
挨
拶
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
全
菓
連
よ
り
、
平
成

27
年
度
に
全
菓
連
が
取
り
組
む

べ
き
課
題
と
し
て
近
況
報
告
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
概
要

は
、
去
る
４
月
１
日
の
施
行
さ

れ
た
新
食
品
表
示
法
及
び
食
品

表
示
基
準
へ
の
対
応
、
厚
生
労

働
省
が
進
め
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ

ュ
ウ
ム
の
使
用
基
準
策
定
の
動

き
に
対
応
し
て
前
広
に
ア
ル
ミ

ニ
ュ
ウ
ム
を
含
ま
な
い
ベ
ー
キ

ン
グ
パ
ウ
ダ
ー
へ
の
転
換
を
進

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
、

原
材
料
の
安
定
確
保
に
支
障
が

生
じ
な
い
よ
う
バ
タ
ー
等
の
供

給
状
況
を
注
視
し
、
国
等
に
適

宜
要
請
す
る
必
要
が
あ
る
こ

と
、
与
党
に
お
け
る
消
費
税
の

軽
減
税
率
導
入
に
係
る
検
討
の

状
況
を
注
視
し
、
菓
子
が
不
利

に
な
る
こ
と
の
無
い
よ
う
対
応

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
、

平
成
29
年
度
に
三
重
県
伊
勢
市

で
開
催
さ
れ
る
第
27
回
全
国
菓

子
大
博
覧
会
を
支
援
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
、

２
月
に
開
催
さ
れ
た
菓
子
博
に

関
す
る
全
国
意
見
交
換
会
の
議

論
を
踏
ま
え
全
菓
連
と
し
て
今

後
の
菓
子
博
の
在
り
方
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
、
等
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
、
三
重
菓
子

博
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
３

月
の
臨
時
三
役
会
に
お
い
て
、

菓
子
博
に
参
加
す
る
都
道
府
県

菓
子
工
業
組
合
に
対
し
全
菓
連

よ
り
各
50
万
円
の
支
援
金
を
支

出
す
る
こ
と
、
三
重
菓
子
博
に

か
か
る
各
県
組
合
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
の
三
重
県
サ
イ
ド

の
努
力
を
多
と
し
、
三
重
菓
子

博
の
成
功
に
向
け
て
全
国
の
組

合
が
協
力
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
、
こ
の

旨
３
月
30
日
付
で
全
菓
連
理
事

長
よ
り
都
道
府
県
菓
子
工
業
組

合
理
事
長
に
対
し
協
力
要
請
が

行
わ
れ
て
い
る
と
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
三
重
県
菓
子
工
業

組
合
岡
理
事
長
、
三
重
菓
子
博

準
備
委
員
会
濱
田
理
事
長
よ
り

菓
子
博
の
基
本
計
画
案
が
説
明

さ
れ
、
さ
ら
に
昨
年
度
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
、
２
月
の
全
国
意

見
交
換
会
等
で
寄
せ
ら
れ
た
各

県
組
合
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、

各
県
組
合
の
負
担
を
さ
ら
に
低

減
す
る
た
め
所
要
経
費
の
見
直

し
を
行
っ
た
上
で
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
に
お
願
い
し
て
い
る
展
示
料

を
半
減
す
る
こ
と
と
し
、
協
賛

金
と
入
場
券
に
つ
い
て
は
地
元

自
治
体
と
の
関
係
も
あ
り
昨
年

要
請
し
て
い
る
金
額
で
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
と
の
説
明
が

な
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
の
結
果
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
と
し
て
は
、
隣
接
ブ
ロ

ッ
ク
と
し
て
三
重
菓
子
博
の
成

功
に
向
け
て
協
力
し
て
い
く
と

の
福
岡
ブ
ロ
ッ
ク
幹
事
長
の
と

り
ま
と
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

オリジナルの菓名を付けて、
詰合わせのアイテムにどうぞ。

・１個づつ酸素を除いて包装しました。 
　　１ヶ月間、 出来たての風味を保ちます。 

・１ケース合わせて（240個）から発送致します。 

加賀で育って77年

サンプル･案内書送ります。
電話･FAXお待ちしています。

あなたの笑顔に
会いたくて…

ブランディケーキ
（Ｘ・Oたっぷり）

チーズカステラ
（型焼き）

本格的カステラ
（スライスしてあります）

まんまろんあんてぃらみす花豆マフィン

はちみつカステラ・チーズカステラ・ブランディケーキ
組み合わせて大・小2本入、3本入に出来ます。

菓 子 工 業 新 聞 平成27年５月15日第914号 （２）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）



⑵
生
乳
・
乳
製
品
の
需
給
構
造

　

わ
が
国
の
25
年
度
の
生
乳
換

算
供
給
量
（
需
要
量
）
は
、
全

体
で
１
，
１
５
１
万
㌧
、
こ
の

う
ち
、
国
産
品
が
７
４
５
万
㌧

で
65
％
を
占
め
、
輸
入
乳
製
品

が
４
０
６
万
㌧
で
35
％
を
占
め

て
い
る
。

　

国
内
の
生
乳
生
産
の
う
ち
、

過
半
の
３
９
６
万
㌧
は
飲
用
牛

乳
等
に
仕
向
け
ら
れ
（
53
％
）、

残
り
が
乳
製
品
向
け
と
し
て
、

生
ク
リ
ー
ム
等
向
け
１
３
０
万

㌧
（
17
％
）、
脱
脂
粉
乳
・
バ

タ
ー
向
け
１
６
０
万
㌧
（
21

％
）、チ
ー
ズ
向
け
48
万
㌧
（
６

％
）
と
な
っ
て
い
る
。

⑸
バ
タ
ー
の
国
家
貿
易
に
よ
る

輸
入
の
方
針
に
つ
い
て

　

昨
年
の
ス
ー
パ
ー
で
の
家
庭

用
バ
タ
ー
の
品
薄
や
乳
業
メ
ー

カ
ー
か
ら
の
業
務
用
ポ
ン
ド
バ

タ
ー
な
ど
の
出
荷
制
限
の
強
化

な
ど
の
状
況
を
踏
ま
え
、
農
林

　

な
お
、
用
途
別
で
取
引
乳
価

が
異
な
っ
て
お
り
、
最
も
高
い

の
が
飲
用
牛
乳
向
け
で
、
次
が

生
ク
リ
ー
ム
等
向
け
、
脱
脂
粉

乳
・
バ
タ
ー
向
け
、
チ
ー
ズ
向

け
が
最
も
低
く
な
っ
て
い
る
。

脱
脂
粉
乳
・
バ
タ
ー
と
チ
ー
ズ

向
け
に
つ
い
て
は
、
酪
農
家
の

再
生
産
を
確
保
す
る
た
め
国
か

ら
補
給
金
が
交
付
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
乳
の
仕
向
け
は
、

生
鮮
品
で
あ
る
飲
用
牛
乳
等
向

け
や
生
ク
リ
ー
ム
等
向
け
が
優

先
的
に
配
乳
さ
れ
、
保
存
が
き

く
バ
タ
ー
・
脱
脂
粉
乳
向
け
は

需
給
調
整
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
生
乳
・
乳
製
品
需
給
の
ひ

水
産
省
は
、
27
年
１
月
に
「
平

成
27
年
度
に
お
け
る
バ
タ
ー
の

国
家
貿
易
に
よ
る
輸
入
の
方

針
」
を
公
表
し
た
。

　

同
方
針
の
内
容
は
、

　

①
輸
入
決
定
時
期
の
明
確
化

　

平
成
27
年
度
は
、
１
月
、
５

っ
迫
時
に
は
、
機
構
が
バ
タ
ー

・
脱
脂
粉
乳
を
輸
入
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
乳
・
乳
製
品
の
需

給
調
整
を
行
う
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　

最
近
の
需
要
面
の
動
き
と
し

て
は
、
飲
用
牛
乳
等
向
け
と
バ

タ
ー
脱
脂
粉
乳
向
け
の
需
要
は

低
下
傾
向
に
あ
る
の
に
対
し
、

生
ク
リ
ー
ム
等
向
け
と
チ
ー
ズ

向
け
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
輸
入
乳
製
品
で
多
く

の
シ
ェ
ア
を
占
め
る
の
が
自
由

化
品
目
の
チ
ー
ズ
で
、
こ
の
他

輸
入
乳
製
品
は
学
校
給
食
用
脱

脂
粉
乳
な
ど
の
関
税
割
当
品
目

（
低
関
税
や
無
税
）
や
当
機
構

月
及
び
９
月
に
輸
入
の
判
断
を

行
う
。
た
だ
し
、
輸
入
の
有
無

や
量
は
、
そ
の
時
点
で
の
需
給

を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
。

　

②
輸
入
品
の
引
渡
期
限
の
早

期
化

　

輸
入
品
が
、
需
要
期
に
確
実

で
実
施
し
て
い
る
国
際
約
束
に

基
づ
く
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
輸

入
な
ど
の
国
家
貿
易
機
関
に
よ

る
輸
入
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
は
、
毎

年
度
、
生
乳
換
算
で
13
万
７
２

０
２
㌧
を
輸
入
す
る
こ
と
を
国

際
的
に
約
束
し
た
も
の
。
こ
の

う
ち
、
一
定
量
を
ホ
エ
イ
等
で

輸
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
こ
れ

を
勘
案
す
る
と
、
全
量
を
バ
タ

ー
で
輸
入
し
た
場
合
、
約
８
，

６
０
０
㌧
に
相
当
す
る
。

⑶
26
年
度
の
機
構
に
よ
る
乳
製

品
の
輸
入
実
績
等

　

平
成
26
年
度
の
機
構
に
よ
る

カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
の
輸
入
実

績
は
、
バ
タ
ー
３
，
０
０
０
㌧
、

脱
脂
粉
乳
９
，
１
７
８
㌧
、
ホ

エ
イ
４
，
５
０
０
㌧
な
ど
で
、

こ
れ
以
外
に
不
足
分
と
し
て
農

林
水
産
大
臣
の
承
認
を
得
た
上

で
、
追
加
輸
入
と
し
て
バ
タ
ー

に
ユ
ー
ザ
ー
に
届
く
よ
う
引
渡

期
限
を
設
定
す
る
。
特
に
、
年

末
の
需
要
期
に
向
け
て
は
、
遅

く
と
も
10
月
ま
で
に
ユ
ー
ザ
ー

に
引
き
渡
さ
れ
る
よ
う
設
定
す

る
。

　

③
輸
入
対
象
と
す
る
形
状
の

１
０
，
０
０
０
㌧
、
脱
脂
粉
乳

１
０
，０
０
０
㌧
を
実
施
し
た
。

機
構
で
は
平
成
７
年
度
以
降
、

カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
輸

入
業
務
を
担
っ
て
き
た
が
、
平

成
26
年
度
は
国
内
の
生
乳
生
産

減
に
よ
る
乳
製
品
不
足
を
反
映

し
、
過
去
に
例
の
な
い
輸
入
量

に
達
し
た
。
輸
入
相
手
国
と
し

て
は
、
一
番
多
い
の
が
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
、
平
成
26
年
度

は
全
体
の
６
割
強
を
占
め
、
次

が
、
オ
ラ
ン
ダ
、
米
国
及
び
豪

州
な
ど
と
続
く
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
産
バ
タ
ー
は
、
色
調
が

黄
色
す
ぎ
る
と
か
風
味
を
問
題

視
す
る
ユ
ー
ザ
ー
も
い
る
が
、

低
価
格
等
を
武
器
に
客
層
を
広

げ
つ
つ
あ
る
。

　

ま
た
、
乳
製
品
の
一
般
輸
入

（
Ｔ
Ｅ
輸
入
）
に
つ
い
て
は
、

関
税
相
当
量
（
バ
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
９
８
５
円
／
㎏
＋
29
・

拡
大

　

ユ
ー
ザ
ー
が
限
ら
れ
る
バ
ラ

バ
タ
ー
（
25
㎏
、
冷
凍
）
の
み

で
な
く
、
洋
菓
子
店
等
で
も
直

接
利
用
で
き
る
形（
１
～
５
㎏
、

冷
凍
）
の
輸
入
を
行
う
、
と
し

た
。

⑹
平
成
27
年
度
の
カ
レ
ン
ト
に

よ
る
バ
タ
ー
の
入
札
結
果

　

27
年
度
の
カ
レ
ン
ト
ア
ク
セ

ス
前
倒
し
実
施
と
し
て
、
バ
タ

ー
２
，
８
０
０
㌧
の
輸
入
入
札

を
実
施
し
た
。
現
品
は
、
４
月

８
％
）
を
払
え
ば
誰
で
も
輸
入

で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、平
成
26
年
度
の
輸
入
量
は
、

前
年
度
の
約
４
倍
（
対
象
乳
製

品
の
多
く
は
、
脱
脂
粉
乳
）
に

急
増
し
て
い
る
。

⑷
昨
年
末
の
量
販
店
で
の
バ
タ

ー
の
販
売
状
況

　

当
機
構
の
Ｐ
Ｏ
Ｓ
に
よ
る
小

売
店
で
の
家
庭
用
バ
タ
ー
の
販

売
状
況
の
調
査
結
果
に
よ
れ

ば
、
昨
年
11
月
及
び
12
月
の
家

庭
用
バ
タ
ー
の
販
売
は
、
前
年

同
期
比
で
10
～
20
％
増
加
し
て

お
り
、
12
月
初
旬
は
、
一
時
的

に
30
％
を
超
え
る
販
売
実
績
と

な
っ
た
。
こ
れ
は
、
マ
ス
コ
ミ

等
で
バ
タ
ー
の
欠
品
や
品
薄
の

状
況
が
報
道
さ
れ
、
消
費
者
が

買
い
急
い
だ
結
果
と
思
わ
れ

る
。
な
お
、
１
月
以
降
の
販
売

は
、
そ
の
反
動
で
10
％
を
超
え

る
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

以
降
７
月
頃
ま
で
に
買
受
者
に

引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
る
。
な
お
、
２
月
17
日
に
行

わ
れ
た
バ
タ
ー
の
Ｓ
Ｂ
Ｓ
入
札

結
果
に
つ
い
て
は
、
１
，
６
８

０
㌧
の
入
札
数
量
に
対
し
、８
，

３
８
３
㌧
の
応
札
が
あ
り
、
競

争
率
は
約
５
倍
に
な
っ
た
。
需

要
者
へ
の
平
均
売
渡
価
格
は

１
，
４
６
０
円
／
㎏
と
、
大
口

需
要
者
価
格
の
１
，
２
２
２
円

／
㎏
を
２
割
近
く
上
回
る
価
格

と
な
っ
た
。
な
お
、
輸
入
価
格

も
、
海
外

の
国
際
市

況
が
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
乾

燥
気
候
で

上
昇
傾
向

に
あ
る
こ

と
か
ら
、

上
昇
し
た
。

　
１
面
よ
り
続
く

最
近
の
牛
乳
乳
製
品
の
需
給
状
況
や

バ
タ
ー
の
輸
入
制
度
、輸
入
実
績

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・
三
重
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設

及
び
同
博
覧
会
の
愛
称
募
集
開
始
の
お
知
ら
せ

　

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会

・
三
重
実
行
委
員
会
は
、
５
月

12
日
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公

開
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
今

後
、
迅
速
で
幅
広
く
情
報
を
発

信
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
第
27
回
全
国
菓

子
大
博
覧
会
・
三
重
の
愛
称
の

募
集
を
開
始
し
ま
す
。
公
開
い

た
し
ま
す
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

愛
称
の
募
集
要
項
の
確
認
や
、

応
募
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会

・
三
重
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL:http://www.kashihaku

-mie.jp

◎
第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会

・
三
重
愛
称
募
集
に
つ
い
て

募
集
期
間:

平
成
27
年
５
月
12

日(

火)

～
６
月
15
日(

月
）

応
募
資
格:

ど
な
た
で
も
応
募

可
能
＊
18
歳
未
満
は
保
護
者
の

同
意
が
必
要

募
集
方
法
：
①
郵
便
は
が
き
②

Ｆ
Ａ
Ｘ
③
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
募
集

フ
ォ
ー
ム

選
考
方
法:

実
行
委
員
会
に
て

審
査
会
を
設
置
し
て
選
考
し
ま

す
。

賞:

最
優
秀
賞:

賞
金
５
万
円

(

１
点)

、
優
秀
賞:

賞
金
１

万
円(

３
点)

＊
18
歳
未
満
の
方
に
は
同
額
の

図
書
カ
ー
ド

副
賞:

受
賞
者
全
員
に
三
重
の

お
菓
子
１
年
分(

１
ヶ
月
に
１

回
お
菓
子
を
お
届
け
し
ま
す)

発
表:

平
成
27
年
６
月
下
旬
ご

ろ
に
受
賞
者
へ
直
接
連
絡
し
た

の
ち
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
。

◎
本
件
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会
・

三
重
実
行
委
員
会
事
務
局
誘
客

Ｐ
Ｒ
グ
ル
ー
プ　

五
十
嵐

電
話
０
５
９
６
―
６
３
―
５
４

８
９
、e-mail:y-igarashi@

kashihaku-mie.jp

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
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•
•
•
•
•
•
•

27 年度カレントアクセス前
倒しうちバターの入札結果（Ｓ
ＢＳ方式）等について
【売買同時入札結果（2/17（火）実施）】
1. 入札数量 1,680㌧
2. 応札数量 8,383㌧
3. 落札数量 1,680㌧
4. 競争倍率 5.0 倍
5. 落札率 100％
6. 落札平均価格
  ⑴買入価格 702円 /㎏
  ⑵売渡価格 1,413円 /㎏
  ⑶売買差額（⑵-⑴） 711円 /㎏

7. 原産国

オランダ 718㌧
ドイツ 600㌧
ＮＺ 289㌧
他   73㌧

菓 子 工 業 新 聞平成27年５月15日 第914号（３） 平成元年２月９日
第三種郵便物認可（ ）（毎月 15 日発行）



　

五
月
晴
れ
で
す
。
窓
の
外
の

芝
生
公
園
に
は
子
供
た
ち
の
声

が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
つ
い
先

日
ま
で
花
が
舞
っ
て
い
た
の

に
、
早
い
も
の
で
す
。
菜
種
梅

雨
か
ら
あ
わ
や
梅
雨
本
番
か
と

思
う
ほ
ど
の
雨
天
が
続
き
ま
し

た
が
、
い
よ
い
よ
夏
は
来
ぬ
、

気
持
ち
も
高
ま
る
季
節
到
来
で

す
。

■
伝
承
と
伝
統

　

冷
蔵
庫
が
普
及
し
は
じ
め
て

半
世
紀
ほ
ど
、
保
冷
剤
や
脱
酸

素
材
も
普
及
し
は
じ
め
て
四
半

世
紀
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
に
か

し
て
ひ
ん
や
り
感
を
醸
し
た

い
、
少
し
で
も
日
持
ち
さ
せ
た

い
と
工
夫
と
研
究
を
重
ね
て
い

く
う
ち
、
今
の
お
菓
子
が
出
来

て
来
た
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　

小
豆
を
砂
糖
で
煮
た
り
、
充

分
に
火
を
通
し
た
り
す
る
こ
と

は
、美
味
し
さ
の
追
求
以
前
に
、

身
体
の
熱
を
下
げ
た
り
、
日
持

ち
さ
せ
た
り
す
る
た
め
の
工
夫

か
ら
始
ま
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■
手
作
り
を
重
ね
て

　

糖
度
計
な
ど
も
な
か
っ
た

頃
、
お
菓
子
は
、
ね
ば
り
や
舌

が
判
断
規
準
、
温
度
、
湿
度
、

食
べ
て
い
た
だ
く
タ
イ
ミ
ン
グ

を
考
え
な
が
ら
つ
く
ら
れ
た
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

昔
な
が
ら
の
お
菓
子
が
、
時

代
を
経
て
な
お
愛
さ
れ
続
け
て

い
る
の
は
、
先
人
た
ち
の
見
識

の
良
さ
と
情
熱
の
た
ま
も
の
で

し
ょ
う
。
歳
時
や
故
郷
の
香
り

を
菓
子
に
託
し
つ
づ
け
た
こ
と

も
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

■
も
っ
と
七
夕
の
お
菓
子
を
ア

ピ
ー
ル

　

七
夕
は
七
月
七
日
の
夕
刻
に

行
う
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
織
姫
と

彦
星
の
物
語
や
伝
統
の
笹
飾
り

も
、
新
暦
、
旧
暦
と
そ
の
土
地

に
よ
っ
て
時
期
の
ず
れ
も
あ
り

ま
す
が
、
年
々
こ
の
行
事
そ
の

も
の
が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
よ

う
で
心
配
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

七
夕
を
代
表
す
る
お
菓
子

も
、＂
な
ら
で
は
＂
と
ア
ピ
ー

ル
す
る
お
菓
子
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ
で
、
組

合
や
連
合
会
の
み
な
さ
ん
が
共

に
、「
日
本
の
七
夕
の
お
菓
子
」

な
る
も
の
を
創
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
爽
で
涼
な
、
和
の
演
出

　

涼
し
さ
を
呼
ぶ
お
菓
子
の
ひ

と
つ
に
、「
錦
玉
」
が
あ
り
ま

す
が
、
色
鮮
や
か
で
風
鈴
の
音

が
似
合
う
お
菓
子
に
仕
立
て
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
初
夏

を
迎
え
る
お
菓
子
、
目
に
も
楽

し
い
一
品
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

城
戸
翔
寉（
き
ど
し
ょ
う
か
く
）

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

その 240

5 月

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

観
光
地
日
光
と
外
国
か
ら
の
お
客
様

日
光
東
照
宮 

式
年
大
祭
の
年

栃　木

京
都
府
菓
子
工

業
組
合
青
年
部

定
時
総
会
を
開
催

新
部
長
に 

㈱
関
製
菓
本
舗 

関 

雄
介
氏

京　都

頑
張
る
２
代
目
社
長

有
限
会
社 

黒
岩
味
好
堂

高　知 •
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

二
荒
山
神
社
　
献
菓
祭

黒
岩
味
好
堂
の
お
菓
子

湯
沢
屋

鰹
の
た
た
き
せ
ん
べ
い
を
焼
く
機
械

　

高
知
県
が
力
を
入
れ
て
取
り

組
ん
で
い
る
観
光
産
業
の
中
、

県
下
の
観
光
地
に
隣
接
し
た
土

産
物
店
や
駅
の
キ
ヨ
ス
ク
、
ま

た
ホ
テ
ル
旅
館
の
売
店
で
よ
く

お
見
か
け
す
る
お
土
産
菓
子
の

製
造
卸
を
営
ん
で
い
る
有
限
会

社
黒
岩
味
好
堂
さ
ん
へ
訪
問

し
、
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

初
代
黒
岩
武た

け
よ
し好
氏
は
、
昭
和

13
年
頃
、
15
歳
の
時
に
高
知
市

内
の
菓
子
製
造
問
屋
へ
丁
稚
奉

公
に
入
っ
て
修
行
を
積
み
、
戦

後
昭
和
24
年
に
な
っ
て
独
立
。

「
当
時
は
、
飴
菓
子
や
煎
餅
を

製
造
し
自
転
車
に
積
ん
で
売
り

歩
い
た
よ
う
で
す
。」
と
、
今

現
在
の
社
長
黒
岩
勲

い
さ
お

氏
（
２
代

目
）
が
当
時
の
苦
労
を
笑
い
な

が
ら
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
45
年
６
月
、
今
迄
の
個

人
商
店
か
ら
会
社
に
改
め
、
名

を
有
限
会
社
黒
岩
味
好
堂
と
し

ま
し
た
。
主
力
商
品
を
土
佐
の

観
光
土
産
菓
子
に
し
て
煎
餅

（
玉
子
煎
餅
）
の
製
造
に
力
を

入
れ
た
そ
う
で
す
。
翌
46
年
に

は
高
知
市
桟
橋
通
り
に
あ
っ
た

工
場
を
高
知
市
神こ

う

田だ

へ
新
し
く

建
設
し
て
移
転
し
、
商
品
を
充

実
さ
せ
て
い
っ
た
と
の
事
で
す
。

　

平
成
３
年
に
就
任
し
た
２
代

目
社
長
の
勲
氏
に
お
聞
き
す
る

と
…
、

○
御
社
の
今
現
在
の
ご
商
売
の

状
況
は
い
か
が
で
す
か
？

　

「
昭
和
50
年
代
か
ら
私
が
社

長
に
な
っ
た
平
成
３
年
頃
ま
で

は
、
製
造
す
れ
ば
売
れ
た
時
代

で
し
た
。
し
か
し
、
今
の
時
代

は
観
光
土
産
品
と
い
っ
て
も
、

ネ
ー
ム
だ
け
で
売
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
厳
選
し
た
良

い
原
材
料
を
使
用
し
、
地
元
の

特
産
品
を
使
っ
て
味
の
良
い
商

品
に
な
る
よ
う
心
掛
け
て
商
品

の
違
い
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
土
佐
の
お
土
産
に
相
応
し

い
商
品
開
発
に
力
を
入
れ
て

日
々
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。」

○
今
、
何
種
類
製
造
し
て
い
ま

す
か
？
ま
た
、
売
れ
筋
価
格
帯

は
い
か
が
で
す
か
？

　

「
煎
餅
類
は
５
種
類
位
で
、

そ
の
他
＂
カ
ス
テ
ラ
ま
ん
じ
ゅ

う
＂
や
＂
袋
菓
子
セ
ン
ベ
イ
＂

等
製
造
し
て
い
ま
す
。
観
光
土

産
品
と
し
て
は
、
６
０
０
～
８

０
０
円
位
の
も
の
が
１
番
売
れ

て
い
ま
す
。
も
う
少
し
価
格
ア

ッ
プ
し
た
商
品
が
売
れ
れ
ば
良

い
の
で
す
が
…
。
今
は
飽
食
の

時
代
、商
売
も
我
慢
で
す
ね
…
。」

　

２
代
目
が
就
任
し
て
か
ら

「
土
佐
鰹
の
た
た
き
せ
ん
べ
い
」

や
カ
ス
テ
ラ
ま
ん
じ
ゅ
う
「
龍

馬
伝
説
」
等
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を

出
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

社
長
自
ら
仕
事
に
励
み
、
忙

し
い
時
間
の
途
中
に
応
対
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
時
間
を
過
ぎ

る
取
材
に
も
快
く
応
じ
て
い
た

だ
き
、申
し
訳
な
く
感
じ
つ
つ
、

今
後
ま
す
ま
す
ご
繁
盛
す
る
よ

う
祈
り
な
が
ら
あ
と
に
し
た
事

で
し
た
。

　

高
知
県
菓
子
工
業
組
合
事
務

局
長
・
森
下
広
和

す
。

　

ま
た
、
組
合
の
恒
例
行
事
と

し
て
本
年
も
四
月
十
二
日
に
世

界
遺
産
社
寺
の
ひ
と
つ
二
荒
山

神
社
に
於
き
ま
し
て
献
菓
祭
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
栃
木
県
各
地

の
店
舗
よ
り
九
十
点
余
り
の

品
々
を
地
元
日
光
地
区
の
三
支

部
が
協
力
し
合
っ
て
展
示
、
飾

り
つ
け
を
行
い
神
前
に
奉
納
し

菓
業
の
発
展
と
仕
事
の
安
全
を

心
か
ら
祈
願
し
ま
し
た
が
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
や

厳
し
さ
が
影
響
し
て
い
る
の

か
、
近
年
奉
納
品
の
数
が
減
少

傾
向
に
あ
る
の
が
気
が
か
り
な

と
こ
ろ
で
す
。

　

栃
木
県
菓
子
工
業
組
合
常
務

理
事
・
石
田
繁
寿

饅
頭
の
セ
ッ
ト
や
あ
ん
み
つ
な

ど
が
よ
く
売
れ
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
ま
た
、
ふ
だ
ら
く
本
舗

さ
ん
、
こ
ち
ら
は
和
菓
子
屋
さ

ん
で
す
が
、
醤
油
の
炊
き
込
み

ご
飯
を
豆
乳
か
ら
で
き
た
味
付

ゆ
ば
で
包
ん
だ「
ゆ
ば
む
す
び
」

を
製
造
販
売
し
て
お
り
、
こ
れ

が
外
国
人
の
方
に
好
評
と
の
こ

と
で
す
。

　

と
に
か
く
、
大
勢
の
お
客
様

が
訪
れ
る
と
い
う
事
は
そ
れ
だ

け
商
売
の
機
会
が
増
え
ま
す
の

で
、
上
手
な
お
も
て
な
し
や
商

品
の
企
画
、
売
り
方
の
演
出
な

ど
も
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
し
て
本
年
度
の
記

念
す
べ
き
行
事
が
滞
り
な
く
終

了
す
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま

中
々
購
入
ま
で
に
は
い
た
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
で
も
町
中
の
名
店

の
ひ
と
つ
、
湯
沢
屋
さ
ん
は
茶

寮
も
併
設
し
て
お
り
、
抹
茶
と

つ
い
て
あ
ま
り
抵
抗
な
く
購
入

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
欧

米
系
の
方
は
食
文
化
の
違
い
な

ど
か
ら
、
興
味
は
あ
っ
て
も

よ
り
の
多
く
の
方
々
で
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

本
業
に
触
れ
ま
す
が
、
ア
ジ

ア
系
の
方
は
日
本
の
お
菓
子
に

を
始
め
と
し
て
、
半
年
間
様
々

な
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て

賑
わ
い
を
つ
く
り
、
多
く
の
観

光
客
に
来
て
い
た
だ
く
べ
く
計

画
を
し
て
い
ま
す
。
又
、
門
前

の
商
店
も
記
念
の
織
旗
を
立
て

た
り
様
々
な
演
出
で
、
記
念
す

べ
き
式
年
大
祭
を
盛
り
上
げ
て

い
ま
す
。

　

安
全
で
親
切
で
美
し
い
国
、

日
本
が
世
界
中
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す

が
、
最
近
は
日
光
に
来
ら
れ
る

外
国
人
の
観
光
客
が
驚
く
程
増

え
、
ア
ジ
ア
、
欧
米
な
ど
各
国

（
敬
称
略
）

部
　
長
：
関　
　

雄
介

副
部
長
：
図
司　

一
智

副
部
長
：
北
川　

孝
大

会
　
計
：
島
田　

嘉
寛

庶
　
務
：
白
井　

謙
吾

庶
　
務
：
杜
下　

正
和

広
　
報
：
西
井　

一
樹

　

京
都
府
菓
子
工
業
組
合
青
年

部
広
報
・
西
井
一
樹

　

国
内
有
数
の
観
光
地
、
日
光

を
訪
れ
る
観
光
客
は
千
百
万
人

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
先

の
大
震
災
や
風
評
被
害
、
更
に

社
寺
が
平
成
の
大
修
理
中
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
こ
こ
の
所
や

や
低
迷
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

世
界
遺
産
と
し
て
登
録
さ
れ

て
い
る
日
光
の
社
寺
、
そ
の
中

の
日
光
東
照
宮
は
本
年
、
神
と

し
て
祀
ら
れ
て
い
る
徳
川
家
康

公
の
没
後
四
百
年
の
節
目
で
、

百
年
に
一
度
の
式
年
大
祭
の
年

に
当
た
り
ま
す
。

　

五
月
十
八
日
か
ら
の
例
大
祭

今
期
の
活
動
内
容
を
振
り
返
り

な
が
ら
苦
労
話
で
盛
り
上
が
る

人
や
、
来
期
へ
の
意
気
込
み
を

熱
く
熱
弁
で
語
る
人
な
ど
、
大

変
有
意
義
な
宴
と
な
っ
た
後
、

島
田
新
会
計
の
中
締
め
の
挨

拶
、
最
後
に
京
菓
工
組
青
年
部

恒
例
の
京
都
の
神
輿
会
の
手
締

め
で
散
会
し
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り

す
ま
す
幅
広
い
活
動
を
部
員
一

致
団
結
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き

ま
す
」
と
挨
拶
。
次
に
新
役
員

に
よ
る
、
平
成
27
年
度
の
事
業

計
画
案
及
び
予
算
案
の
提
案
が

行
わ
れ
、可
決
承
認
。
そ
の
他
、

15
周
年
記
念
事
業
の
収
支
報

告
、
全
菓
連
青
年
部
近
畿
ブ
ロ

ッ
ク
か
ら
の
案
内
な
ど
が
あ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
新
入
部
員
の
小
松

里
映
（
ガ
ト
ー
モ
ン
ブ
ラ
ン
）、

藤
澤
聡
（
㈲
藤
澤
永
正
堂
）、

太
田
浩
一（
㈱
大
文
字
飴
本
舗
）

各
氏
の
紹
介
の
あ
と
、
議
場
か

ら
定
年
制
の
変
更
や
、
部
の
英

語
名
の
検
討
の
提
案
が
あ
っ
た
。

　

総
会
の
後
、
懇
親
会
に
移
り

関
副
理
事
の
来
賓
挨
拶
、
今
西

青
年
部
指
導
委
員
会
副
委
員
長

の
乾
杯
の
発
声
で
宴
と
な
っ

た
。
宴
の
途
中
、
北
川
前
部
長

ら
が
、
タ
イ
に
て
行
わ
れ
た
、

全
国
菓
子
工
業
組
合
連
合
会
青

年
部
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
『
橘
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　

和
菓
子
文
化
交
流

会　

in　

チ
ェ
ン
マ
イ
』
に
つ

い
て
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
報

告
を
行
っ
た
。

　

参
加
し
た
部
員
の
中
で
は
、

さ
れ
た
15
周
年
記
念
事
業
に
対

し
、
親
組
合
や
部
員
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
表
明
。
来
賓
に
は

横
山
長
尚
代
表
理
事
、
関
常
行

副
理
事
、
今
西
正
博
青
年
部
指

導
委
員
会　

副
委
員
長
を
お
迎

え
し
、
横
山
理
事
長
の
総
会
で

の
挨
拶
で
、
青
年
部
の
菓
子
教

室
を
は
じ
め
と
す
る
事
業
へ
の

一
致
団
結
し
た
姿
勢

に
関
す
る
評
価
を
頂

い
た
。

　

総
会
は
ま
ず
議
長

に
野
崎
雄
大
氏
を
選

任
し
、
平
成
26
年
度

の
事
業
報
告
、
会
計

報
告
、
会
計
監
査
報

告
が
行
わ
れ
可
決
承

認
さ
れ
た
。
次
に
役

員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
役
員
７
名
が
満
場

一
致
で
可
決
承
認
さ

れ
た
。
関
雄
介
新
部

長
が
「
引
き
続
き
菓

子
教
室
等
の
活
動
に

全
力
を
尽
く
し
、
ま

　

京
都
府
菓
子
工
業
組
合
青
年

部
は
４
月
９
日
（
木
）
に
平
成

26
年
度
定
時
総
会
を
ハ
イ
ア
ッ

ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
京
都
に
て

行
っ
た
。

　

冒
頭
北
川
前
部
長
が
挨
拶

で
、
今
期
の
活
動
内
容
、
内
閣

府
、
京
都
市
か
ら
の
表
彰
に
つ

い
て
の
喜
び
、
ま
た
先
日
開
催

定
時
総
会
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北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業

紅
白
饅
頭
で
歓
迎

駅
商
業
施
設
１
ヵ
月
200
万
人
超
来
客 

和
菓
子
作
り
体
験
開
催
も

石　川

あ
ん
こ
ま
つ
り
＆
お
菓
子
ま
つ
り

金
蔵 

巍
氏
を
偲
ん
で

鹿児島

繁
盛
企
業
訪
問

坂
金
製
菓
株
式
会
社 

様

愛　知

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

あ
ん
こ
ま
つ
り
＆
お
菓
子
ま
つ
り

加
賀
友
禅
大
使

か
る
か
ん
実
演
コ
ー
ナ
ー

和
菓
子
作
り
体
験

自
然
素
材
を
活
か
し
た
お
菓
子

坂
金
製
菓
株
式
会
社

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

去
る
２
月
８
日
、
鹿
児
島
県

製
餡
協
同
組
合
様
の
主
催
す
る

「
あ
ん
こ
ま
つ
り
＆
お
菓
子
ま

つ
り
」
の
協
賛
を
さ
せ
て
い
た

　

石
川
県
民
の
念
願
だ
っ
た
北

陸
新
幹
線
は
今
年
３
月
14
日
に

開
業
し
、
東
京
―
金
沢
（
４
５

０
・
５
キ
ロ
）が
最
短
２
時
間
28

分
で
結
ば
れ
る「
新
北
陸
時
代
」

の
幕
が
開
け
ま
し
た
。
午
前
６

時
１
分
に
金
沢
駅
、
同
６
時
16

分
に
東
京
駅
か
ら
一
番
列
車
が

出
発
し
、
石
川
県
内
は
歓
迎
ム

ー
ド
一
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　

金
沢
駅
で
の
開
業
式
典
で

は
、
真
鍋
精
志
Ｊ
Ｒ
西
日
本
社

長
が
挨
拶
、
太
田
昭
宏
国
土
交

通
相
、
谷
本
正
憲
石
川
県
知
事

ら
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し

た
。
午
前
８
時
46
分
に
東
京
か

ら
の
一
番
列
車
「
か
が
や
き
５

だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
冷
た
い
雨
が
そ
ぼ

降
り
、
吹
き
す
さ
ぶ
強
風
に
煽

ら
れ
、
体
熱
が
奪
わ
れ
る
よ
う

０
１
号
」
が
金
沢
駅
に
到
着
す

る
と
、
石
川
県
菓
子
工
業
組
合

で
は
髙
木
慎
司
副
理
事
長
、
浦

田
東
一
専
務
理
事
、
諸
江
隆
常

務
理
事
、
谷
口
義
則
理
事
が
、

加
賀
友
禅
大
使
と
協
力
し
て

「
よ
う
こ
そ
金
沢
へ
」
と
、
こ

の
歴
史
的
な
一
番
列
車
か
ら
降

り
た
皆
様
に
紅
白
饅
頭
を
配
布

い
た
し
ま
し
た
。

　

開
業
後
初
の
連
休
と
な
っ
た

週
末
の
２
日
間
は
、
伝
統
の
和

菓
子
作
り
体
験
に
触
れ
て
い
た

だ
こ
う
と
石
川
県
菓
子
工
業
組

合
の
中
村
辰
男
理
事
ら
が
講
師

と
な
り
、
お
も
て
な
し
の
心
と

楽
し
い
ト
ー
ク
で
金
沢
駅
を
盛

り
上
げ
ま
し
た（
講
師
は
他
に
、

粟
森
剛
、
浅
井
泰
彦
、
中
崎
功

雄
、
團
寧
彦
、
藤
井
智
英
、
髙

田
敦
司
、
下
田
正
幸
の
各
氏
。

協
力
は
八
野
田
聡
氏
）。
和
菓

子
作
り
体
験
に
挑
戦
し
た
来
場

者
た
ち
は
、
明
る
い
講
師
の
手

ほ
ど
き
で
和
菓
子
の
「
北
陸
新

幹
線
」
や
「
桜
」
を
作
り
上
げ

北
陸
新
幹
線
開
業
の
素
敵
な
思

い
出
と
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説

「
ま
れ
」
の
舞
台
で
あ
る
能
登

も
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
、
新

幹
線
効
果
は
県
内
各
地
に
波
及

し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
開
業
１
ヵ

月
間
で
の
金
沢
駅
商
業
施
設
百

番
街
の
客
数
は
２
０
０
万
人
を

超
え
関
係
者
か
ら
は
「
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
」
と
驚
き
の

声
が
聞
か
れ
、
観
光
客
だ
け
で

は
な
く
地
元
の
客
足
も
伸
び
続

け
て
い
ま
す
。
特
に
和
菓
子
の

人
気
が
高
ま
っ
て
お
り
、
売
上

前
年
同
期
比
８
割
増
の
店
舗
も

あ
り
、
金
沢
駅
は
加
賀
百
万
石

の
和
菓
子
文
化
を
発
信
す
る
拠

点
と
な
っ
て
い
ま
す
。
開
業
以

来
、
首
都
圏
を
は
じ
め
と
し
た

他
地
域
と
の
交
流
人
口
が
大
き

く
増
加
し
、
今
後
は
観
光
だ
け

で
は
な
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
交
流
人

口
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま

す
。
首
都
圏
と
い
う
巨
大
マ
ー

ケ
ッ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

は
、
石
川
県
に
と
っ
て
大
き
な

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
こ
の
「
北
陸
新
幹

線
の
ル
ー
ト
」
は
江
戸
時
代
の

「
加
賀
藩
の
参
勤
交
代
ル
ー
ト
」

と
ほ
ぼ
同
じ
ル
ー
ト
で
、
先
人

た
ち
が
片
道
２
週
間
ほ
ど
を
か

け
た
金
沢
―
江
戸
の
道
の
り
が

「
２
時
間
28
分
で
江
戸
に
到
着
」

と
聞
い
て
も
信
じ
て
も
ら
え
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
金
沢

と
江
戸
と
い
え
ば
、
東
京
メ
ト

ロ
車
内
で
放
映
さ
れ
て
い
た
北

陸
新
幹
線
Ｐ
Ｒ
動
画
が
秀
逸
で

し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

徳
川
家
康
か
ら
の
書
簡

　

「
拝
啓　

前
田
利
家
殿　

江

戸
に
い
る
わ
し
の
目
を
盗
ん

で
、
こ
っ
そ
り　

こ
ん
な
天
下

無
双
の
國
づ
く
り
を　

四
百
年

前
か
ら
進
め
て
お
っ
た
と
は
…　

た
ぬ
き
の
わ
し
が
一
杯
喰
わ
さ

れ
た
わ
い　

家
康
」

　

石
川
県
菓
子
工
業
組
合
事
業

企
画
委
員
会
・
深
沢
大

な
悪
天
候
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
組
合
員
を
中
心
と
し
た
店

舗
販
売
や
製
餡
組
合
の
「
ぜ
ん

ざ
い
配
布
」「
餅
つ
き
」、
菓
青

会
の
「
練
り
切
り
実
演
」、
洋

菓
子
協
会
の
「
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

作
り
」
な
ど
な
ど
盛
り
沢
山
の

イ
ベ
ン
ト
に
、
１
５
０
０
名
の

参
加
者
が
大
い
に
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
当
組
合
自
慢
の
ベ

テ
ラ
ン
菓
子
職
人
で
あ
る
金
蔵

巍
氏
と
比
良
田
輝
明
氏
に
よ
る

「『
鹿
児
島
名
産
か
る
か
ん
』

実
演
」
コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気
を

博
し
ま
し
た
。

　

見
学
者
か
ら
は
「
か
る
か
ん

っ
て
こ
ん
な
ふ
う
に
作
ら
れ
る

ん
で
す
ね
。」「
凄
い
職
人
技
で

す
ね
。」「
生
で
見
ら
れ
る
な
ん

て
感
激
。」
と
感
嘆
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

　

手
際
よ
く
作
ら
れ
て
は
、

次
々
と
蒸
し
器
に
か
け
ら
れ
る

様
を
、
寒
さ
に
震
え
な
が
ら
も

片
時
も
離
れ
ず
見
物
す
る
方
々

や
、
で
き
た
て
ほ
や
ほ
や
の
湯

気
の
た
つ
「
鹿
児
島
名
産
か
る

か
ん
」
ゲ
ッ
ト
を
目
指
し
て

早
々
と
行
列
を
作
る
老
若
男
女

の
方
々
。

　

多
く
の
方
々
の
感
動
と
期
待

を
込
め
た
熱
い
視
線
を
受
け
な

が
ら
、
黙
々
と
作
り
続
け
る
お

二
人
は
、
自
店
の
使
い
慣
れ
た

ガ
ス
ボ
イ
ラ
ー
で
は
な
く
、
用

意
さ
れ
た
電
気
ボ
イ
ラ
ー
に

少
々
手
を
焼
き
な
が
ら
も
、
配

布
時
間
に
は
確
実
に
仕
上
げ
る

と
い
う
職
人
技
を
余
す
と
こ
ろ

な
く
見
せ
て
く
だ
さ
る
の
で
し

た
。

　

更
に
、
合
間
に
は
、
餅
つ
き

に
慣
れ
な
い
若
者
に
代
わ
り
、

比
良
田
氏
が
杵
を
つ
き
、
金
蔵

氏
が
合
い
の
手
を
入
れ
る
名
コ

ン
ビ
ぶ
り
で
会
場
を
沸
か
せ
ま

し
た
。

　

寒
さ
に
震
え
な
が
ら
も
、
心

地
よ
い
疲
労
と
達
成
感
を
い
だ

き
な
が
ら
、
無
事
に
イ
ベ
ン
ト

は
終
了
し
た
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
か
ら
２
ヵ
月

も
経
た
な
い
３
月
31
日
、
元
気

そ
う
に
見
せ
な
が
ら
も
、
実
は

重
い
病
魔
と
闘
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
っ
た
金
蔵
氏
は
、
生
涯
現
役

の
ま
ま
83
歳
の
人
生
を
閉
じ
ら

れ
ま
し
た
。

　

中
学
卒
業
と
と
も
に
菓
子
屋

に
弟
子
入
り
し
、
努
力
に
努
力

　

愛
知
の
流
通
菓
子
を
代
表
す

る
企
業
で
あ
り
、
老
舗
メ
ー
カ

ー
で
あ
る
名
古
屋
市
西
区
の

「
坂
金
製
菓
株
式
会
社
」
様
を

を
重
ね
て
、
そ
の
身
体
に
染
み

込
ん
だ
職
人
魂
。
技
術
力
の
高

さ
の
み
な
ら
ず
、
菓
子
業
界
発

展
の
た
め
に
は
、
ど
ん
な
依
頼

に
も
「
否
」
と
い
う
言
葉
を
発

ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ポ
ン
菓
子
や
芋
か
り
ん
と
う

な
ど
、
自
然
素
材
そ
の
も
の
の

特
徴
を
活
か
し
た
お
菓
子
づ
く

す
る
こ
と
な
く
取
り
組
ん
だ
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
優
れ
た

姿
勢
は
、
後
に
続
く
若
い
お
菓

子
屋
さ
ん
に
と
っ
て
大
き
な
手

本
で
あ
り
、
大
い
に
刺
激
に
な

り
を
基
礎
と
し
、
近
年
で
は
独

自
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
技
術
を
取

り
込
ん
だ
「
次
世
代
の
ポ
ン
菓

子
」を
販
売
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
繁
盛
企
業
訪
問
で

は
、
代
表
取
締
役
社
長
葛
島
茂

氏
に
お
話
を
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　

創
業
は
さ
か
の
ぼ
る
事
１
９

３
４
年
、
創
業
者
の
葛
島
金
二

郎
氏
が
個
人
商
店
と
し
て
駄
菓

子
の
製
造
販
売
を
開
始
し
、
１

９
６
０
年
基
幹
商
品
で
あ
る

「
ポ
リ
コ
ー
ン
」の
製
造
を
始
め

ま
し
た
。そ
の
後
、
１
９
７
４
年

に
坂
金
製
菓
株
式
会
社
と
し
て

法
人
化
し
、
１
９
８
９
年
名
古

屋
本
社
事
務
所
ビ
ル
を
竣
工
、

２
０
０
５
年
に
は
新
出
荷
倉
庫

を
竣
工
し
て
事
業
を
益
々
拡
大

し
、
２
０
０
７
年
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
１
を
取
得
（
ポ
リ
コ
ー
ン
製

造
ラ
イ
ン
）
し
て
お
り
ま
す
。

　

お
話
の
中
で
屋
号
で
あ
る
坂

金
製
菓
株
式
会
社
の「
坂
金（
さ

か
き
ん
）」
の
名
称
と
読
み
方

の
由
来
を
お
尋
ね
し
た
と
こ

ろ
、
創
業
者
で
あ
る
葛
島
金
二

郎
氏
が
、
お
菓
子
の
修
業
に
行

っ
た
先
の
店
の
屋
号
が
「
坂
鍬

（
さ
か
く
わ
）」だ
っ
た
事
か
ら
、

そ
の
頭
文
字
の
「
坂
」
を
頂
き
、

創
業
者
ご
本
人
の
お
名
前
「
金

二
郎
（
き
ん
じ
ろ
う
）」
か
ら

一
文
字
「
金
」
を
取
っ
た
事
か

ら
「
坂
金
（
さ
か
き
ん
）」
と

な
っ
た
と
の
お
話
で
し
た
。
そ

し
て
、
二
代
目
の
葛
島
孝
夫
氏

が
事
業
を
拡
大
し
、
三
代
目
社

長
で
あ
る
葛
島
茂
氏
に
引
き
継

が
れ
て
今
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
貴
社
で
今
、
売
れ
て
い

る
商
品
は
と
お
尋
ね
す
る
と
、

す
ぐ
に
「
ポ
リ
コ
ー
ン
」
と
い

う
力
強
い
言
葉
で
商
品
名
が
返

っ
て
来
た
の
で
、
早
速
そ
の
場

で
試
食
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
大
変
食
べ
や
す
く
、
口
の

中
に
入
れ
た
瞬
間
に
自
然
な
コ

ー
ン
の
風
味
が
ひ
ろ
が
り
、
噛

む
と
絶
妙
な
食
感
が
伝
わ
り
、

本
当
に
癖
に
な
る
味
と
風
味
と

食
感
で
し
た
。
長
く
売
れ
続
け

る
そ
の
理
由
が
分
か
る
納
得
の

一
品
で
す
。

　

坂
金
製
菓
様
で
は
特
に
、
自

然
な
素
材
を
活
か
し
た
お
菓
子

を
つ
く
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
だ

わ
り
の
お
話
を
お
聞
き
し
、
お

米
か
ら
つ
く
っ
た「
こ
め
は
ぜ
」

や
麦
か
ら
つ
く
っ
た
「
む
ぎ
ス

ナ
ッ
ク
」、
さ
つ
ま
芋
か
ら
つ

く
っ
た
「
芋
か
り
ん
と
」
等
、

様
々
な
商
品
を
つ
く
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
数
々
の
ヒ
ッ
ト

商
品
を
生
み
出
し
、
つ
く
り
続

け
る
坂
金
製
菓
様
で
も
、
最
初

は
あ
ま
り
売
れ
な
か
っ
た
と
の

意
外
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
苦
し
い
時
で
も
、
素
材

を
活
か
し
た
製
法
を
貫
き
通

し
、
お
客
様
の
希
望
に
応
え
、

信
頼
い
た
だ
け
る
品
質
保
証
体

制
を
構
築
す
る
た
め
に
、
そ
の

継
続
的
改
善
と
危
機
管
理
に
努

め
、
品
質
管
理
を
妥
協
せ
ず
、

日
々
懸
命
に
お
菓
子
を
つ
く
っ

て
き
た
お
か
げ
と
の
事
で
し

た
。
そ
の
後
、
流
通
菓
子
と
し

て
大
手
小
売
業
様
に
販
売
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
そ

の
味
と
企
画
と
品
質
が
評
価
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
全

国
レ
ベ
ル
で
売
れ
る
商
品
に
ま

で
成
長
出
来
ま
し
た
と
、
流
通

菓
子
関
係
者
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
が
込
め
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
ま

で
頂
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
付
け
加
え
と
し
て
、

四
代
目
の
ご
子
息
で
あ
る
葛
島

幹
也
（
み
き
や
）
氏
（
昭
和
61

年
６
月
生
ま
れ
）
が
そ
の
夢
を

引
き
継
が
れ
る
と
の
事
。

　

父
子
の
決
意
が
込
め
ら
れ
た

お
も
い
言
葉
で
引
き
締
ま
っ
た

流
通
菓
子
の
繁
盛
企
業
訪
問
で

し
た
。

　

愛
知
県
菓
子
工
業
組
合
・
伊

藤
寿
康

っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

私
た
ち
は
、
氏
の
深
い
慈
愛

の
眼
差
し
と
、
困
難
を
吹
き
飛

ば
す
よ
う
な
弾
け
る
笑
顔
を
生

涯
忘
れ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ

う
。
言
い
尽
く
せ
ぬ
ほ
ど
の
感

謝
を
胸
に
。

　

鹿
児
島
県
菓
子
工
業
組
合
事

務
局
長
・
惠
島
理
子
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「
乾
燥
豆
を
冷
凍
す
る
方
法
は

初
め
て
で
、
色
の
違
い
は
わ
か

る
が
、
味
は
正
直
違
い
が
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
と
感
想
を
述
べ

て
い
た
。

　

『
米
と
大
豆
を
…
』
は
、
新

潟
県
産
の
米
と
大
豆
を
用
い

て
、
食
味
の
良
い
新
潟
オ
リ
ジ

ナ
ル
菓
子
の
製
造
を
試
み
た
も

の
で
あ
る
。
材
料
は
、
米
粉
、

大
豆
粉
、
還
元
水
飴
、
乳
化
剤
、

全
卵
、粉
乳
等
で
「
ご
ま
」「
オ

レ
ン
ジ
」「
野
菜
」「
チ
ョ
コ
」

味
の
４
種
類
を
同
セ
ン
タ
ー
が

試
作
し
た
。

　

講
義
終
了
後
、
会
場
を
実
験

工
場
に
移
し
て
製
造
実
習
を
間

近
に
見
学
し
、
試
食
を
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
の

時
代
に
合
っ
て
、
興
味
深
く
面

白
い
」「
個
人
で
は
限
界
が
あ

る
が
、
組
合
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
や
っ
た
ら
ど
う
か
」

な
ど
の
声
が
あ
が
り
、

新
分
野
で
の
講
習
に
参

加
者
一
同
、
興
味
津
々

の
様
子
で
し
た
。今
後
、

地
産
地
消
に
一
役
買

う
、
県
産
米
粉
や
大
豆

な
ど
を
使
用
し
た
「
新

潟
オ
リ
ジ
ナ
ル
菓
子
」

の
誕
生
に
期
待
が
か
か

り
ま
す
。

　

新
潟
県
菓
子
工
業
組

合
専
務
理
事
・
蒲
沢
百

合
子

は
、
当
組
合
の
重
点
事
業
の
ひ

と
つ
で
あ
り
、
県
食
品
研
究
セ

ン
タ
ー
高
橋
誠
先
生
の
講
義

に
、
二
十
二
名
の
参
加
者
は
メ

モ
を
取
り
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
た
。

　

『
小
豆
の
冷
凍
に
…
』
は
、

小
豆
を
製
餡
す
る
際
に
は
長
時

間
か
け
て
加
熱
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
が
、
製
造
コ
ス
ト
の

低
減
に
煮
熟
時
間
の
短
縮
が
有

効
で
は
な
い
か
と
の
観
点
か

ら
、
様
々
な
条
件
の
も
と
で
試

験
を
し
た
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
冷
凍
な
し
で
煮
た

餡
と
冷
凍
処
理
後
に
煮
た
餡
の

二
通
り
を
試
食
し
た
が
、
参
加

者
は
「
大
量
に
自
家
製
餡
を
し

て
い
る
の
で
、
コ
ス
ト
削
減
を

図
る
上
で
大
変
参
考
に
な
っ

た
。
新
豆
で
な
く
、
古
い
豆
で

も
同
様
の
効
果
が
あ
る
の
か
」

大
豆
を
用
い
た
菓
子
の
開
発
に

つ
い
て
』
を
テ
ー
マ
に
、
同
セ

ン
タ
ー
で
「
菓
子
研
修
会
」
を

開
催
し
た
。

　

製
菓
技
術
の
向
上
や
商
品
開

発
を
目
的
と
し
た
同
研
修
会

山
駅
を
訪
れ
る
方
、
通
勤
客
な

ど
に
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

組
合
で
は
今
後
も
飯
山
ス
イ
ー

ツ
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
は
じ
め
飯
山

の
お
菓
子
を
全
国
に
発
信
し
て

い
こ
う
と
組
合
長
は
じ
め
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

飯
水
菓
子
工
業
組
合
相
談
役

・
平
野
信
一

い
と
い
う
こ
と
で
、
飯
山
菓
子

組
合
加
盟
の
和
洋
菓
子
パ
ン
店

が
飯
山
駅
限
定
ス
イ
ー
ツ
を
作

り
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

開
業
当
初
は
大
変
な
混
雑

で
、
お
菓
子
も
た
く
さ
ん
提
供

で
き
ま
し
た
。
そ
の
後
落
ち
着

い
て
は
来
ま
し
た
が
、
お
客
様

の
評
判
も
良
く
、
毎
日
10
店
舗

ほ
ど
の
ス
イ
ー
ツ
が
並
び
、
飯

な
雰
囲
気
の
店
内
は
、
誰
で
も

自
由
に
利
用
で
き
、
ゆ
っ
く
り

と
く
つ
ろ
ぎ
な
が
ら
情
報
を
収

集
し
た
り
、コ
ー
ヒ
ー
や
紅
茶
、

地
酒
や
軽
食
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ
ス
の
目

玉
と
し
て
、
飯
山
の
お
い
し
い

お
菓
子
を
多
く
の
方
に
知
っ
て

も
ら
い
、
味
わ
っ
て
も
ら
い
た

　

新
潟
県
菓
子
工
業
組
合
で

は
、
三
月
五
日
、
新
潟
県
農
業

総
合
研
究
所
食
品
研
究
セ
ン
タ

ー
と
共
催
し
、『
小
豆
の
冷
凍

に
よ
る
煮
熟
時
間
と
餡
品
質
の

変
化
に
つ
い
て
』
及
び
『
米
と

菓
子
研
修
会
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か
ど
屋

　

当
店
「
か
ど
屋
（
神
山
菓
子

店
）」
は
、
福
島
県
郡
山
市
の

東
部
地
区
に
位
置
し
、
春
に
な

れ
ば
枝
垂
れ
桜
の
名
所
と
し
て

全
国
に
知
ら
れ
た
所
で
も
あ
り

ま
す
。
樹
齢
五
百
年
の
「
紅
枝

垂
れ
地
蔵
桜
」
や
「
不
動
桜
」

が
あ
り
、
そ
の
咲
き
誇
っ
た
姿

を
見
る
と
、
威
風
堂
々
と
し
貫

禄
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

「
か
ど
屋
」
の
屋
号
の
由
来

を
申
し
ま
す
と
、
こ
の
地
に
は

平
安
時
代
か
ら

伝
わ
る
瑠
璃
姫

伝
説
の
薬
師
堂

や
戦
国
時
代
の

三
春
の
武
将
田

村
義
顕
の
家

臣
、
高
倉
城
主

今
泉
山
城
守

が
、息
災
延
命
、

子
孫
繁
栄
を
願

い
、
坂
上
田
村

麻
呂
を
祀
っ
た

田
村
大
元
帥
明

王
社
が
建
て
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

神
山
家
は
、
代
々
造
り
酒
屋

を
営
み
、
三
春
藩
に
功
績
が
認

め
ら
れ
、
文
化
二
年
に
は
、
苗

字
帯
刀
御
免
、
城
内
竈
頭
職
、

十
五
石
の
禄
高
や
商
い
の
御
用

達
を
授
か
り
、
城
内
出
入
り
を

許
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
明
治

三
十
一
年
か
ら
は
菓
子
司
を
開

業
し
、
店
舗
が
由
緒
あ
る
薬
師

堂
や
大
元
帥
神
社
の
入
口
に
設

け
た
こ
と
で
「
門
屋
」
と
称
し
、

「
笑
門
来
福
」
の
言
葉
を
大
切

に
し
て
菓
子
業
を
営
み
、
今
日

に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
店
舗
の
場
所
は
、
大

正
六
年
に
街
道
の
開
通
に
伴
い

移
転
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

昭
和
五
十
一
年
に
は
、
店
舗

と
工
場
を
新
築
し
ま
し
た
が
、

製
造
機
械
等
の
導
入
で
工
房
が

手
狭
と
な
り
、
作
業
効
率
を
改

善
す
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年

に
改
築
を
し
ま
し
た
。
ま
ず
、

熱
も
の
と
水
も
の
、
仕
上
工
程

と
包
装
工
程
を
分
離
し
、
さ
ら

に
、自
然
換
気
に
も
気
を
使
い
、

天
井
を
高
く
し
て
工
房
内
の
空

気
が
自
然
と
外
に
流
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
店
舗
内
の
改
装

は
息
子
夫
婦
に
全
て
ま
か
せ
た

の
で
、若
い
感
覚
で
仕
上
が
り
、

全
体
的
に
老
舗
の
雰
囲
気
を
醸

し
出
し
、
お
客
様
に
は
入
り
や

す
く
、
少
々
高
級
感
あ
ふ
れ
る

店
で
あ
り
た
い
と
の
息
子
夫
婦

の
思
い
が
実
現
し
た
店
舗
に
仕

上
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
当
店
自
慢
の
お
菓
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
初
代
神
山

今
朝
蔵
が
、
試
行
錯
誤
の
末
、

明
治
三
十
一
年
に
考
案
し
て
評

判
を
呼
ん
だ
「
黒
糖
皮
饅
頭
」

は
、
昭
和
初
期
ま
で
造
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
か
ら
世

界
情
勢
が
変
わ
り
、
材
料
の
入

手
が
困
難
と
な
る
と
同
時
に
、

製
法
が
難
し
い
こ
の
饅
頭
は
造

る
こ
と
な
く
途
絶
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。
戦
後
、
二
代
目
神
山

正
輔
が
菓
子
業
を
継
ぎ
ま
し
た

が
「
黒
糖
皮
饅
頭
」
の
製
造
方

法
は
伝
授
さ
れ
ず
、
造
る
こ
と

な
く
世
を
去
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
生
前
、
正
輔
が
話
し
て

い
た
格
調
高
い
香
り
の
す
る

「
黒
糖
皮
饅
頭
」
を
復
刻
す
る

た
め
、
妻
ユ
ミ
の
僅
か
な
口
伝

え
の
記
憶
を
基
に
、
材
料
の
配

合
や
製
法
を
何
年
も
か
か
っ
て

よ
う
や
く
ま
と
め
上
げ
、
約
八

十
年
ぶ
り
に
幻
の
黒
糖
風
味
の

饅
頭
が
復
刻
し
、商
品
名
を「
和

す
け
饅
頭
」
と
名
付
け
て
製
造

・
販
売
し
て
お
り
、
お
客
様
か

ら
も
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

そ
の
独
特
の
美
味
し
さ
や
技

術
を
代
々
伝
授
し
、
守
り
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
島
県
菓
子
工
業
組
合
副
理

事
長
・
神
山
修
一

　

今
ま
で
長
野
止
ま
り
だ
っ
た

新
幹
線
が
、金
沢
ま
で
開
通
し
、

長
野
県
唯
一
の
新
駅
と
し
て
誕

生
し
た
飯
山
駅
。
こ
れ
に
よ
り

東
京
か
ら
飯
山
ま
で
は
１
時
間

39
分
、
飯
山
か
ら
金
沢
ま
で
は

１
時
間
15
分
で
結
ば
れ
、
ス
キ

ー
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
に
、

さ
ら
な
る
期
待
が
集
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

３
月
14
日
、
長
野
県
の
最
北

端
に
位
置
す
る
飯
山
市
で
は
、

市
を
上
げ
て
北
陸
新
幹
線
の
飯

山
駅
開
業
を
祝

う
各
種
イ
ベ
ン

ト
が
駅
を
中
心

に
開
か
れ
、
多

く
の
市
民
、
観

光
客
が
お
と
ず

れ
ま
し
た
。

　

飯
山
菓
子
組

合
（
宮
澤
敏
明

組
合
長
）で
は
、

駅
前
広
場
で
行

わ
れ
た
特
産
品

コ
ー
ナ
ー
に
出

店
、
こ
の
地
域

で
市
民
に
愛
さ

れ
て
、
特
産
品
化
を
目
指
し
て

い
る
「
い
い
や
ま
ス
イ
ー
ツ
バ

ナ
ナ
ボ
ー
ト
」
を
販
売
、
コ
ー

ヒ
ー
も
飲
め
る
、
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
カ
フ
ェ
を
出
店
し
、
大
勢
の

お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
飯
山
駅
２
階
に
飯
山
観

光
局
が
運
営
す
る
交
流
ホ
ー
ル

『
パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ
ス
』
も
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
カ
ジ
ュ
ア
ル

幻
の「
黒
糖
皮
饅
頭
」を
復
刻
し
て

か
ど
屋
（
神
山
菓
子
店
）

福　島

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
開
業
を
機
に
、

飯
山
菓
子
組
合
も
発
展
の
願
い
を

込
　
め

協
力

長　野

パ
ノ
ラ
マ
テ
ラ
ス

飯
山
駅
限
定
ス
イ
ー
ツ

県
食
品
研
究
セ
ン
タ
ー

と
共
催
で

「
菓
子
研
修
会
」を
開
催

〜
製
餡
方
法
や
新
潟
オ
リ
ジ

ナ
　
ル

菓
子
の
開
発
に

向
け
て

〜

新　潟 












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
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月
の
雫

　

山
梨
な
ら
で
は
の
菓
子
の
一

つ
と
し
て
甲
州
葡
萄
粒
の
ま
わ

り
を
摺
蜜
（
フ
ォ
ン
ダ
ン
）
で

固
め
た
「
月
の
雫
」
が
あ
り
ま

す
。
口
に
含
む
と
生
葡
萄
の
酸

味
に
蜜
の
甘
味
が
融
け
合
っ
て

独
特
の
味
が
口
の
中
に
広
が
り

ま
す
。
新
鮮
で
美
味
し
い
葡
萄

を
使
っ
た
秋
限
定
の
季
節
商
品

で
あ
る
こ
と
が
月
の
雫
の
魅
力

で
す
。
参
考
資
料
（
甲
府
買
物

独
案
内
）
に
よ
る
と
そ
の
起
源

は
２
０
０
年
前
と
案
外
に
古

く
、
江
戸
時
代
か
ら
存
在
し
た

こ
と
が
様
々
な
古
文
書
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
甲
府
を
代
表
す

る
菓
子
商
で
あ
る
升
屋
の
経
営

資
料
に
よ
れ
ば
「
月
の
雫　

源

氏
榧　

源
氏
胡
桃　

沢
辺
か
ん　

木
実
の
雪　

厳
栗
」
こ
れ
ら
の

年
間
売
上
高
が
現
在
の
千
二
百

〜
二
千
万
円
（
金
子
二
百
両
）

に
相
当
し
、
売
れ
筋
商
品
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
甲

斐
の
国
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他

国
に
も
知
ら
れ
評
価
が
高
か
っ

た
事
は
、
山
梨
県
立
図
書
館
が

収
蔵
す
る
、
江
戸
時
代
の
手
紙

（
久
保
倉
よ
り
市
川
喜
左
衛
門

宛
残
金
差
送
り
安
否
伺
い
書

簡
）
か
ら
も
窺
え
ま
す
。　

現

代
語
訳
で
そ
の
一
部
を
紹
介
す

る
と
「
甲
斐
国
の
名
産
品
で
あ

る
月
の
雫
を
送
っ
て
頂
き
、
久

し
ぶ
り
に
美
味
し
く
頂
戴
い
た

し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。」
と
あ
り
、
当

時
か
ら
他
国
の
人
々
に
も
甲
州

を
代
表
す
る
名
物
と
し
て
月
の

雫
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
読

み
解
け
ま
す
。

　

砂
糖
と
甲
州
葡
萄
粒
と
至
っ

て
シ
ン
プ
ル
な
材
料
し
か
使
わ

な
い
菓
子
で
す
が
、
美
味
し
く

作
る
の
は
な
か
な
か
難
し
い
の

で
す
。
こ
の
商
品
の
肝
は
摺
蜜

の
口
ど
け
で
す
。
口
の
中
に
入

れ
て
サ
ッ
と
溶
け
る
塩
梅
に
砂

糖
を
煮
詰
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
詰
め
す
ぎ
れ
ば
葡
萄
の
果

汁
と
絡
ま
ず
に
砂
糖
が
口
に
残

り
、
逆
に
詰
め
が
足
り
な
い
と

粘
り
が
出
て
甘
さ
が
強
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
現
在
で
は
、

精
度
の
高
い
温
度
計
で
お
お
よ

そ
合
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

そ
れ
で
も
鍋
の
淵
の
砂
糖
を
丁

寧
に
落
と
し
な
が
ら
煮
詰
め
な

い
と
、
な
め
ら
か
な
摺
り
密
を

作
る
事
は
難
し
い
の
で
す
。
当

時
の
職
人
は
勘
で
作
っ
て
い
た

の
で
す
か
ら
妙
技
で
あ
り
ま

す
。
と
も
あ
れ
、
江
戸
時
代
の

和
菓
子
が
現
在
も
変
わ
ら
ず
皆

様
に
愛
さ
れ
て
い
る
裏
側
に

は
、
お
い
し
い｢

月
の
雫｣

を

作
り
続
け
た
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
私
た
ち
は
、
特
産
品
で
あ

っ
た
甲
州
葡
萄
を
利
用
し
て
独

自
の
味
を
開
発
し
、
全
国
に
そ

れ
を
発
信
し
て
く
れ
た
先
人
の

築
い
た
歴
史
を
傷
を
付
け
な
い

様
に
大
切
に
こ
の
味
を
守
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で

す
。

　

山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
・
浅

川
敏
彦

　

天
清
酒
万
寿
店
は
、
北
陸
道

総
鎮
守
の
氣
比
神
宮
（
福
井
県

敦
賀
市
）、
地
元
で
は
「
け
い

さ
ん
」
と
親
し
み
を
こ
め
て
呼

ば
れ
て
い
る
神
宮
の
大
鳥
居
正

面
に
位
置
す
る
神
楽
通
り
に
あ

り
ま
す
。
か
つ
て
御
影
堂
前
と

言
わ
れ
た
こ
の
地
を
古
く
か
ら

住
ま
い
と
し
、
貸
本
業
を
営
ん

で
い
た
と
こ
ろ
、
天
保
初
年
頃

の
当
主
が
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
の
製

法
を
伝
授
さ
れ
、
貸
本
業
の
か

た
わ
ら
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
屋
を
開

業
し
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ

り
ま
す
。

　

天
保
年
間
の
創
業
よ
り
現
在

ま
で
に
七
代
を
数
え
、そ
の
間
、

絶
や
す
こ
と
な
く
作
り
続
け
て

き
た
酒
ま
ん
じ
ゅ
う
は
自
家
仕

込
み
の
酒
種
を
使
っ
て
発
酵
さ

せ
る
古
く
か
ら
伝
わ
る
製
法
を

大
切
に
守
っ
て
お
り
、
地
元
の

皆
様
に
は
〝
天
清
（
て
ん
せ
）

の
酒
万
寿
〞
と
親
し
ま
れ
、
ま

た
地
元
を
離
れ
て
市
外
、
県
外

へ
住
ま
い
を
移
さ
れ
た
方
々
に

も
懐
か
し
く
記
憶
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
、
敦
賀
の
伝
統
銘
菓

で
す
。

　

ま
た
、
氣
比
神
宮
例
大
祭
が

９
月
２
日
の
宵
宮
祭
か
ら
始
ま

る
頃
に
な
る
と
、〝
氣
比
さ
ん

祭
と
い
え
ば
、
天
清
の
皮
よ
う

か
ん
〞
と
毎
年
、
そ
の
売
り
出

し
を
地
元
の
皆
様
に
待
た
れ
て

い
る
名
物
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

羊
羹
は
、
こ
し
餡
に
小
麦
粉
と

砂
糖
を
練
り
合

せ
、
天
然
の
竹

皮
に
包
ん
で
蒸

し
上
げ
た
も
の

で
、
竹
の
皮
の

香
り
と
、
蒸
し

羊
羹
独
特
の
食

感
と
素
朴
な
風

味
を
多
く
の
方

に
楽
し
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま

す
。
氣
比
神
宮

例
大
祭
は
宵
宮

祭
、
神
幸
祭
、

例
大
祭
、後
祭
、

15
日
の
月
次
祭
を
以
っ
て
終
わ

る
氣
比
の
長
祭
と
し
て
有
名

で
、
昔
は
そ
の
期
間
だ
け
の
販

売
で
し
た
が
、
昨
今
で
は
祭
り

か
ら
年
末
ま
で
と
、
４
月
１
日

か
ら
開
催
さ
れ
る
金
崎
宮
・
花

換
ま
つ
り
の
時
期
に
あ
わ
せ
て

作
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
４
月
か
ら
は
新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、
敦
賀
の
市

場
発
祥
の
地
、
ま
た
安
倍
晴
明

ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
相
生
町

で
月
一
回
開
か
れ
て
い
る
『
晴

明
の
朝
市
』
に
出
店
し
、
実
店

舗
で
は
販
売
し
て
い
な
い
、
や

や
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
味
に
も
手

を
加
え
た
数
種
類
の
酒
ま
ん
じ

ゅ
う
の
販
売
を
始
め
ま
し
た
。

今
後
、
出
店
の
回
数
を
重
ね
工

夫
を
凝
ら
し
て
、
敦
賀
の
新
し

い
銘
菓
と
な
る
よ
う
育
て
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

福
井
県
菓
子
工
業
組
合
敦
賀

支
部
理
事
・
西
島
淳

酒
万
寿（
上
）・
皮
よ
う
か
ん（
下
）

甲州買物独案内　安政元年（1854年）
升屋において「月の雫」が販売されていた
ことが紹介されています。

葡
萄
菓
子
「
月
の
雫
」は

江
戸
時
代
か
ら
大
人
気

山　梨

天
保
年
間
か
ら
続
く
伝
統
の
味

氣
比
神
宮
神
楽
通
り

天
清
酒
万
寿
店

福　井
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お
客
様
に
対
し
て
好
意
を
持

つ
。
お
得
意
様
を
好
き
に
な
る

こ
と
は
と
て
も
大
切
だ
。ま
た
、

初
め
て
来
た
お
客
様
を
見
た
目

で
判
断
し
な
い
。
服
や
靴
が
汚

　

ど
ん
な
時
で
も
明
る
い
人
。

明
る
く
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。
い

つ
も
に
こ
に
こ
す
る
。
で
も
、

ず
っ
と
販
売
し
て
い
た
ら
、
い

つ
も
に
こ
に
こ
な
ん
か
で
き
な

い
。
私
は
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て

も
に
こ
に
こ
し
て
い
た
け
れ

ど
、
ト
イ
レ
に
行
っ
て
い
つ
も

独
り
言
を
言
っ
て
い
た
。「
何

で
に
こ
に
こ
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
ん
だ
」「
本
当
に
き
ょ
う

は
疲
れ
る
わ
」
と
。
そ
れ
で
す

っ
き
り
し
た
ら
「
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
せ
、
い
つ
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
に
こ
に
こ
す

る
。

　

は
っ
き
り
し
た
言
葉
使
い
も

大
切
だ
。
は
っ
き
り
と
話
す
。

何
で
も
き
ち
っ
と
話
す
。
す
る

と
気
持
ち
が
い
い
か
ら
買
っ
て

く
れ
る
。

　

ま
た
、
差
別
し
た
接
客
は
し

な
い
。
普
通
の
販
売
員
は
、
い

つ
も
来
て
い
る
人
に
話
し
て
集

中
し
て
し
ま
う
。
初
め
て
来
た

人
に
は
話
し
づ
ら
い
か
ら
話
さ

な
い
。
私
は
初
め
て
来
た
お
客

様
に
集
中
す
る
。
お
得
意
様
が

い
た
場
合
は
「
ご
め
ん
ね
、
先

に
や
っ
て
い
い
？
」
と
い
う
。

本
当
の
お
得
意
様
に
は
べ
ち
ゃ

べ
ち
ゃ
し
な
く
て
、
初
め
て
の

人
に
す
る
。
結
構
、
お
得
意
先

に
な
っ
て
く
れ
る
。
テ
レ
ビ
で

放
映
さ
れ
て
有
名
に
な
る
と
、

信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
お
客
様

が
来
る
。
す
る
と
、
店
の
店
主

は
得
意
先
を
な
い
が
し
ろ
に
す

る
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
飲
み

屋
で
お
得
意
様
が
飲
ん
で
い

辞
め
れ
ば
い
い
が
、
夫
婦
は
本

当
に
仲
が
悪
く
な
っ
た
ら
離
婚

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
離
婚

し
た
ら
大
変
だ
。
プ
ロ
と
し
て

や
る
に
は
、
我
慢
す
る
と
こ
ろ

は
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
ま

た
、
何
で
も
心
に
溜
め
な
い
で

言
う
こ
と
。
た
だ
、
お
互
い
に

の
の
し
り
あ
っ
て
は
い
け
な
い
。

　

私
は
あ
ま
り
怒
ら
な
い
が
、

試
食
販
売
を
す
る
時
は
お
客
様

を
怒
る
。
で
も
、
年
が
い
っ
て

い
る
か
ら
怒
っ
て
も
そ
ん
な
に

苦
情
に
な
ら
な
い
。
で
も
、
結

構
過
激
な
言
葉
で
売
っ
て
い

る
。
部
下
１
６
０
人
の
中
で
15

人
く
ら
い
凄
い
人
た
ち
が
い

た
。
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
と
い
う
雑

誌
に
載
っ
た
人
も
い
る
。
私
の

部
下
は
宣
伝
販
売
に
載
っ
た
。

私
の
ま
ね
を
結
構
し
て
お
り

「
お
ま
え
そ
こ
ま
で
言
っ
た
ら

　

お
客
様
に
は
１
度
で
覚
え
て

も
ら
え
る
態
度
で
接
す
る
。
は

き
は
き
し
た
態
度
や
、
そ
の
人

の
痛
い
と
こ
ろ
、
か
ゆ
い
と
こ

ろ
を
ち
ょ
っ
と
で
き
る
人
だ
。

私
は
日
本
ハ
ム
の
安
藤
と
一
発

で
覚
え
て
も
ら
う
。
ス
ー
パ
ー

や
肉
屋
に
販
売
に
行
く
時
、
初

め
て
行
く
と
「
前
に
〇
〇
ハ
ム

の
人
が
こ
こ
に
来
て
売
っ
た
」

と
い
わ
れ
た
。
店
主
は
「
先
週

は
〇
〇
ハ
ム
が
来
て
15
万
売
っ

た
ぞ
」
と
言
え
ば
私
が
「
た
っ

た
15
万
」
と
言
う
。「
あ
ん
た

初
め
て
だ
ろ
う
？
」、「
初
め
て

で
す
よ
、
私
は
安
藤
と
申
し
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
社
長
、
私
は
日
本
で
一

番
売
る
男
な
ん
で
す
よ
」
と
最

初
に
言
っ
て
し
ま
う
。「
業
者

さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
え
ば
わ
か

り
ま
す
が
、
日
本
ハ
ム
の
Ｄ
Ｓ

の
安
藤
と
い
っ
た
ら
知
ら
な
い

人
は
い
な
い
か
ら
」と
言
う
と
、

社
長
は
そ
の
気
に
な
り
「
こ
い

つ
だ
っ
た
ら
絶
対
に
売
れ
る
」

と
思
う
。
そ
れ
で
セ
ー
ル
ス
に

「
お
い
、
商
品
を
30
万
持
っ
て

こ
い
」
と
電
話
す
る
。
社
長
は

「
そ
ん
な
に
売
れ
な
い
よ
」
と

言
う
が
「
売
れ
な
か
っ
た
ら
売

よ
う
に
す
る
。
売
ろ
う
と
思
っ

た
ら
あ
と
１
時
間
く
ら
い
売
れ

る
け
れ
ど
、
５
時
半
頃
に
「
社

長
、
売
り
切
っ
た
か
ら
も
う
帰

り
ま
す
」
と
段
ボ
ー
ル
に
現
金

を
入
れ
て
「
は
い
こ
れ
」
と
渡

す
と
喜
ば
れ
る
。
帰
る
時
「
安

藤
さ
ん
ご
苦
労
様
、
こ
れ
で
ご

飯
で
も
食
べ
て
い
っ
て
く
れ
」

と
１
万
円
く
れ
て
、
そ
れ
が
嬉

し
く
て
頑
張
っ
た
。
そ
れ
で
名

前
が
一
発
で
売
れ
る
。

　

ま
た
、
私
は
香
港
に
１
年
に

２
回
、
日
本
ハ
ム
の
販
売
に
行

っ
て
い
た
。
百
貨
店
が
あ
り
、

香
港
一
の
金
持
ち
が
経
営
し
て

い
る
。
香
港
、
中
国
は
凄
い
。

最
初
に
試
食
し
た
ら
、
台
が
壊

れ
て
し
ま
う
く
ら
い
来
た
。
シ

ャ
ウ
エ
ッ
セ
ン
を
５
等
分
し
て

爪
楊
枝
に
刺
し
て
１
人
１
つ
ず

つ
渡
し
た
ら
、
食
べ
る
た
め
に

50
ｍ
は
並
ん
で
い
た
。
１
日
中

て
、
ほ
か
の
お
客
様
が
来
た
ら

「
ち
ょ
っ
と
端
に
よ
け
て
」
と

か「
き
ょ
う
は
も
う
帰
っ
て
よ
」

な
ど
言
う
店
が
あ
る
。
そ
う
言

わ
れ
た
ら
私
は
「
も
う
来
な
い

か
ら
な
」
と
言
う
。
店
の
人
は

た
く
さ
ん
お
客
様
が
い
る
か
ら

知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
が
、
日

本
人
は
飽
き
や
す
い
。
３
、
４

日
が
限
度
で
、
す
ぱ
っ
と
い
な

く
な
る
。
お
得
意
様
だ
っ
た
人

も
来
な
く
な
っ
た
ら
、
店
は
潰

れ
て
し
ま
う
。
一
見
客
も
売
り

上
げ
に
な
る
け
れ
ど
、
テ
レ
ビ

な
ど
に
影
響
さ
れ
て
く
る
人
は

続
か
な
い
か
ら
、
お
得
意
様
を

大
事
に
す
る
。

　

皆
さ
ん
と
奥
さ
ん
は
経
営
者

だ
ろ
う
。
ご
主
人
が
作
っ
て
奥

さ
ん
が
販
売
を
す
る
。だ
か
ら
、

仲
よ
く
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
従
業
員
は
嫌
に
な
っ
た
ら

苦
情
に
な
る
ぞ
」
と
言
っ
た
ら

「
い
や
い
や
部
長
の
ま
ね
を
し

て
い
た
ら
苦
情
に
な
ら
な
い
で

す
よ
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
う
い

う
売
り
方
が
あ
る
。
お
客
様
に

怒
る
の
は
、
非
常
識
な
こ
と
を

し
た
ら
注
意
を
す
る
。
苦
情
に

な
っ
て
も
い
く
ら
で
も
言
い
わ

け
が
で
き
る
。

れ
な
い
分
だ
け
返
品
す
れ
ば
い

い
。
あ
ん
た
の
と
こ
ろ
は
売
り

上
げ
だ
け
、
上
が
る
ん
だ
か
ら

い
い
で
し
ょ
う
」、
セ
ー
ル
ス

に
は
「
な
あ
こ
れ
は
売
れ
な
か

っ
た
ら
返
品
す
る
だ
ろ
う
」
と

聞
き
「
は
い
し
ま
す
」
と
答
え

て
も
ら
う
。
す
る
と
安
心
さ
れ

る
。
そ
れ
で
昼
飯
も
食
べ
な
い

で
真
剣
に
売
る
。
し
ゃ
べ
り
通

し
で
、
試
食
も
し
て
た
ら
す
ぐ

に
売
れ
る
。
２
時
頃
ま
で
に
30

万
売
っ
て
、「
社
長
、
追
加
し

な
い
と
売
り
切
れ
ま
す
よ
」
と

い
う
と
「
え
っ
売
り
切
れ
た

の
？
」
と
言
わ
れ
る
。
追
加
は

た
く
さ
ん
持
っ
て
き
て
残
る

と
、
売
れ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ

る
の
で
セ
ー
ル
ス
に
は
「
あ
と

５
万
く
ら
い
持
っ
て
き
て
」
と

電
話
し
て
、
売
り
切
れ
る
寸
前

に
し
、
大
体
５
時
半
に
帰
れ
る

何
回
も
並
ん
で
い
る
。
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
。
シ
ャ
ウ
エ
ッ

セ
ン
の
試
食
を
ず
っ
と
並
ん
で

待
つ
。そ
れ
だ
け
性
格
が
違
う
。

ま
た
、
シ
ャ
ウ
エ
ッ
セ
ン
２
個

束
パ
ッ
ク
は
、
日
本
な
ら
大
体

３
９
８
円
で
買
え
る
。
そ
れ
を

９
８
０
円
で
売
る
。
裕
福
な
人

が
来
た
ら
シ
ャ
ウ
エ
ッ
セ
ン
９

８
０
円
を
10
個
く
ら
い
買
っ
て

い
の
で
、
１
日
で
36
万
く
ら
い

売
れ
た
。

　

長
々
と
色
々
な
話
を
し
た

が
、
聞
く
だ
け
で
は
な
く
、
こ

の
中
の
１
つ
で
い
い
か
ら
確
実

に
し
て
い
た
だ
く
と
少
し
は
成

果
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
。

質
問　
シ
ャ
ウ
エ
ッ
セ
ン
の
セ

ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
し
て
欲
し
い
。

安
藤　
「
オ
ー
ル
ポ
ー
ク
で
、

で
ん
ぷ
ん
や
小
麦
粉
の
添
加
物

は
一
切
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。
羊

腸
を
使
い
ま
し
た
。
子
羊
の
腸

だ
か
ら
や
わ
ら
か
い
。
他
の
ウ

イ
ン
ナ
ー
は
焼
い
て
食
べ
る
で

し
ょ
う
。
ゆ
で
て
食
べ
る
と
い

っ
た
の
は
、
私
ら
が
開
発
し
た

ん
で
す
。
こ
の
シ
ャ
ウ
エ
ッ
セ

ン
は
ゆ
で
て
食
べ
た
ら
う
ま
い

ん
で
す
。
食
べ
た
ら
ぱ
り
っ
と

音
が
す
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
が

ま
た
味
が
い
い
ん
で
す
よ
。
肉

汁
が
じ
ゅ
っ
と
出
て
、
こ
れ
だ

け
お
い
し
い
ウ
イ
ン
ナ
ー
は
今

の
日
本
の
中
で
は
多
分
、
あ
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
」。

　

絶
対
な
い
と
は
言
わ
な
い
。

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
あ
ま

り
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
言
う

と
買
う
。
そ
う
い
う
売
り
方
で

あ
る
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

来
な
い
か
ら
、
見
た
目
で
判
断

し
な
い
で
大
事
に
扱
う
。

　

聞
き
上
手
に
な
る
こ
と
も
大

切
だ
。
１
人
の
お
母
さ
ん
に「
家

族
は
み
ん
な
元
気
で
や
っ
て
い

る
の
」
と
聞
く
こ
と
が
あ
る
。

お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
、
子
ど
も

２
人
で
一
緒
に
買
い
物
に
来
た

時
は
、み
ん
な
元
気
だ
と
思
う
。

け
れ
ど
も
、
お
父
さ
ん
が
来
な

か
っ
た
り
し
た
ら
「
き
ょ
う
は

お
父
さ
ん
ど
う
し
た
の
？
」
と

必
ず
聞
く
。「
い
や
実
は
ね
」と
、

そ
こ
か
ら
話
が
長
く
な
る
こ
と

も
あ
る
。「
そ
れ
は
大
変
だ
っ

た
ね
、
気
を
つ
け
て
ね
」
と
言

う
と
、
ず
っ
と
話
を
続
け
る
。

そ
う
す
る
と
「
安
藤
さ
ん
は
本

当
に
話
が
上
手
だ
」
と
な
る
。

私
は
全
然
し
ゃ
べ
っ
て
い
な
く

て
、
聞
く
だ
け
で
、
話
が
上
手

と
思
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
お

客
様
は
安
心
し
て
帰
る
。

　

お
客
様
を
掴
む
の
は
心
だ
か

ら
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
、
い

か
が
で
す
か
」
で
は
だ
め
だ
。

「
は
い
！
お
客
さ
ん
、
き
ょ
う

　

お
客
様
の
確
保
の
時
に
は
、

住
所
と
電
話
番
号
を
お
聞
き
し

て
い
る
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

は
会
社
が
送
れ
と
言
え
ば
送
る

が
、
自
分
個
人
の
お
客
様
は
送

っ
て
な
い
。電
話
は
し
て
い
た
。

「
そ
ろ
そ
ろ
年
末
で
す
け
れ
ど
、

ど
う
元
気
？
」
と
か
言
っ
て
か

け
る
。
私
は「
お
元
気
で
す
か
、

そ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」
と
い

は
こ
れ
お
い
し
い
で
す
！
絶
対

に
お
い
し
い
か
ら
！
」
と
言
っ

た
ら
お
い
し
く
見
え
る
。
そ
う

い
う
話
し
方
で
あ
る
。「
こ
れ

は
お
い
し
い
で
す
よ
、
こ
れ
も

お
い
し
い
で
す
よ
」
で
は
「
本

当
か
な
」
と
思
わ
れ
る
。「
お

い
し
い
で
す
よ
!!
」
と
話
す
と

お
客
様
は
買
う
気
に
な
る
だ
ろ

う
。

う
よ
う
な
言
葉
は
使
わ
な
い
。

最
初
は
使
っ
て
「
い
つ
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
言
う

け
れ
ど
、
お
得
意
様
が
だ
ん
だ

ん
な
れ
て
き
た
ら
「
そ
う
か
、

元
気
で
よ
か
っ
た
わ
、
お
互
い

に
１
年
た
て
ば
年
と
る
わ
」
な

ど
、
そ
う
い
う
話
を
す
る
。
標

準
語
や
優
し
い
言
葉
は
あ
ま
り

使
わ
な
い
。「
そ
う
で
ご
ざ
い

ま
す
か
、か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

と
言
っ
て
い
る
と
、
お
客
様
は

他
人
行
儀
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
。
い
つ
も
来
て
買
う
人
な
ら

「
奥
さ
ん
、
い
つ
も
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」。
奥
さ
ん
同

士
な
ら
「
奥
さ
ん
」
で
い
い
。

ま
た
、
お
得
意
さ
ん
で
、
そ
の

時
に
１
人
だ
っ
た
ら
「
こ
れ
今

度
出
た
か
ら
お
い
し
い
の
よ
、

食
べ
て
み
て
」
と
１
個
あ
げ
る

と
、
こ
れ
が
効
果
に
な
る
。
お

客
様
は
私
が
一
番
と
思
っ
て
い

る
。
売
る
方
は
た
く
さ
ん
の
人

を
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
の

お
客
様
は
「
私
だ
け
を
知
っ
て

い
る
」
に
な
っ
て
い
る
。

　

名
前
で
呼
ぶ
の
も
喜
ば
れ

る
。
皆
さ
ん
が
飲
み
屋
に
行
き

「
何
々
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

と
言
わ
れ
る
と
「
お
れ
の
名
前

知
っ
て
い
る
ん
だ
。
そ
ん
な
に

来
て
い
な
い
の
に
」
と
思
う
だ

ろ
う
。名
前
を
呼
ば
れ
る
と「
人

よ
り
も
お
れ
は
こ
こ
の
店
か
ら

大
事
に
さ
れ
て
い
る
」と
思
う
。

人
は
そ
ん
な
も
の
だ
。
私
は
ほ

と
ん
ど
名
前
を
覚
え
て
い
る
け

れ
ど
、
覚
え
て
い
な
い
時
は
言

わ
な
い
。
何
だ
か
ん
だ
と
住
所

を
書
い
て
く
れ
た
時
に
、
見
て

思
い
出
す
。
そ
の
時
に
初
め
て

名
前
を
呼
ぶ
。「
お
れ
の
名
前

を
知
っ
て
い
た
の
か
」
と
言
わ

れ
た
ら
「
知
っ
て
い
ま
す
よ
。

あ
ま
り
大
き
い
声
で
名
前
を
言

っ
た
ら
、
周
り
の
人
が
聞
い
て

い
る
か
ら
言
わ
な
か
っ
た
」
な

ど
、
ち
ょ
っ
と
ウ
ソ
は
言
う
。

お
客
様
は
自
分
が
一
番
と
思
っ

て
い
る
人
が
多
い
か
ら
、
そ
う

い
う
と
こ
ろ
は
気
を
つ
け
る
。

　

ま
た
、
今
日
は
雨
の
中
、
雪

の
中
、
寒
い
中
、
暑
い
中
を
す

る
と
「
私
の
こ
と
を
ち
ょ
っ
と

考
え
て
く
れ
て
い
る
な
」
と
思

う
。
お
客
様
が
「
雨
の
中
を
わ

ざ
わ
ざ
来
た
ん
だ
」
と
心
の
中

で
思
っ
て
い
る
こ
と
を
言
っ
た

ら
、
嬉
し
い
は
ず
だ
。

か
っ
た
り
、
頭
は
ぼ
う
ぼ
う
で

小
汚
い
お
客
だ
と
思
っ
て
も
、

凄
く
金
を
持
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。
外
見
は
ど
う
で
も
よ

く
て
も
、
お
金
は
た
く
さ
ん
あ

り
、
買
い
物
に
来
る
か
も
し
れ

な
い
。
お
客
様
が
店
に
来
る
こ

と
は
、
何
か
を
買
い
に
来
て
い

る
か
ら
、
い
っ
ぱ
し
の
お
客
様

な
ん
だ
ろ
う
。
冷
や
か
し
で
は

お
客
様
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
あ
り
方

販
売
の
プ
ロ
に
な

る
た
め
条
件

個
人
的
な
顧
客
の

作
り
方

お
客
様
の
確
保

質
疑
応
答
よ
り

株
式
会
社
安
藤
企
画 

安
藤 

勝
敏 

氏

••••••••
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
• •
••••••••

　
神
奈
川
県
菓
子
工
業
組
合
で
は
安
藤
勝
敏
氏
（
株
式
会

社
安
藤
企
画
）
を
講
師
に
迎
え
「
プ
ロ
の
販
売
員
を
目
指

す
！
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

その③

プ
ロ
の
販
売
員
を
目
指
す
！

菓 子 工 業 新 聞 平成27年５月15日第914号 （８）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）



そ
の
③

大井 啓伊 氏 （㈱ミリオネット）

顧客は突然
いなくなる

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

　

三
重
に
松
阪
牛
の
○
○
と
い

う
店
が
あ
り
、
１
店
舗
で
28
億

円
売
っ
て
い
る
。
シ
ョ
ー
ケ
ー

ス
の
前
に
は
レ
ジ
を
15
台
並
べ

て
い
る
。
こ
こ
で
上
位
３
割
の

お
客
様
が
、
何
時
に
購
入
し
て

い
る
の
か
見
た
ら
、
何
と
朝
で

下
位
は
夕
方
だ
っ
た
。
こ
の
た

め
朝
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
、

客
単
価
が
高
い
も
の
を
多
め
に

置
い
た
。

　

秋
田
県
で
３
店
舗
や
っ
て
い

る
小
さ
な
肉
屋
が
あ
る
。
上
位

10
％
の
お
客
様
、
50
％
の
お
客

様
、
最
下
位
の
お
客
様
を
調
べ

た
。
こ
の
結
果
、
値
引
き
は
最

下
位
の
お
客
様
に
効
果
が
あ
っ

た
。
従
っ
て
、
値
引
き
は
余
り

　

再
来
店
は
な
ぜ
起
こ
る
の

か
。
な
ぜ
店
に
来
る
の
か
と
い

え
ば
、
い
い
思
い
を
さ
せ
る
し

か
な
い
。
買
っ
て
も
ら
い
「
あ

り
が
と
う
。
り
ん
ご
を
入
れ
て

お
く
わ
」な
ど
何
か
し
た
ら「
よ

か
っ
た
」
と
な
る
。
以
前
、
名

古
屋
で
産
直
所
に
買
い
物
に
行

っ
た
。
前
の
お
客
様
が
千
円
く

ら
い
買
っ
た
ら
「
い
つ
も
来
て

あ
り
が
と
う
。
50
円
引
き
し
て

お
く
わ
」
と
、
目
の
前
で
50
円

引
き
を
し
た
。
私
も
50
円
引
き

か
と
思
い
精
算
し
た
ら
、
ち
ょ

っ
き
り
の
金
額
だ
っ
た
の
で
寂

し
か
っ
た
。
お
客
様
は
後
ろ
に

い
な
が
ら
、
こ
う
い
う
こ
と
を

見
て
い
る
。
店
側
は
気
づ
か
な

い
だ
ろ
う
が
、
後
ろ
か
ら
見
て

い
る
と
「
私
も
結
構
買
っ
て
い

る
の
に
」
と
思
う
。
常
連
客
で

　

○
○
本
屋
で
は
お
店
の
デ
ー

タ
を
取
っ
て
い
る
。
上
位
10
人

の
中
３
位
の
方
が
、
前
年
何
も

買
っ
て
な
く
て
、
い
き
な
り
上

位
３
位
に
入
っ
た
。
た
く
さ
ん

購
入
す
る
方
は
浮
気
を
し
ま

す
。
だ
か
ら
、
よ
く
注
意
を
し

て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
６
位
の
お
客
様
は
昨
年

９
８
，
０
０
０
円
し
か
使
っ
て

い
な
い
の
に
、今
年
は
79
万
６
，

０
０
０
円
使
っ
た
。
こ
ん
な
に

金
額
の
差
が
出
て
く
る
。
だ
か

ら
、
ま
ず
上
位
だ
け
を
見
る
こ

と
。
ま
た
、
離
反
し
て
い
る
お

客
様
を
上
位
か
ら
並
べ
て
い
く

と
、
金
額
に
驚
く
。
20
人
く
ら

い
で
何
百
万
に
な
る
。
離
反
だ

け
で
１
，
４
０
０
万
に
な
っ
た

店
も
あ
っ
た
。
上
位
で
調
べ
る

だ
け
で
こ
う
い
う
結
果
に
な
る

か
ら
、自
分
の
お
客
様
が
20
人
、

50
人
い
な
く
な
る
だ
け
で
、
ど

う
な
る
の
か
と
思
う
と
ぎ
ょ
っ

と
す
る
。

　

酒
屋
で
や
っ
た
実
験
が
あ

る
。
区
役
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
た
ら
、
何
丁
目
に
何
世
帯

い
る
か
が
わ
か
る
。
す
る
と
自

分
の
店
の
上
位
10
％
に
入
っ
て

い
る
人
が
、
こ
こ
に
何
人
い
る

の
か
。
こ
れ
で
自
分
の
店
は
ど

の
エ
リ
ア
が
強
い
か
が
分
か

る
。
こ
れ
を
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に

利
用
す
る
。
ま
た
、
意
外
な
と

こ
ろ
に
上
位
が
隠
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
ら
そ
の
人
が
購
入
し

て
い
る
商
品
が
、
ほ
か
の
店
に

は
無
い
こ
と
が
分
か
る
。

　

ケ
ー
キ
屋
で
も
、
離
反
を
見

て
み
た
。
１
年
間
で
11
万
７
，

０
０
０
円
使
っ
て
い
た
だ
い
た

方
で
、
来
な
く
な
っ
た
方
が
い

た
。
来
な
く
な
っ
て
か
ら
半
年

経
つ
の
で
前
半
で
11
万
使
っ
て

い
る
。
昨
年
も
18
万
５
，
０
０

０
円
使
っ
て
い
る
の
で
、
ケ
ー

キ
屋
で
も
結
構
、
金
額
が
大
き

か
っ
た
。
ま
た
、
ケ
ー
キ
屋
は

習
い
事
の
先
生
な
ど
が
生
徒
に

食
べ
て
と
買
っ
て
行
く
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
す
る
と
購
買
金
額
は

大
き
く
な
る
の
で
、
そ
う
い
う

人
を
囲
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
一
般
家
庭
は
、
そ
ん
な
に

た
く
さ
ん
買
わ
な
い
。
こ
ん
な

お
客
様
は
、
意
外
と
間
が
開
く

と
店
の
前
を
通
り
に
く
く
な
る

も
の
で
す
。

知
っ
て
い
る
の
に
、
来
て
い
な

い
の
は
何
か
理
由
が
あ
る
。
そ

し
て
、
好
か
れ
る
。
新
し
い
お

客
様
に
好
か
れ
な
い
と
い
け
な

い
。
た
だ
、
好
か
れ
た
い
か
ら

「
買
っ
て
、
買
っ
て
」
と
言
っ

た
ら
逃
げ
て
い
く
。
ま
た
、
頼

ら
れ
る
お
客
様
に
甘
え
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。「
今
日
こ
う
い

う
新
し
い
の
が
出
た
か
ら
食
べ

る
？
」
な
ど
だ
。
博
多
に
い
つ

も
行
く
居
酒
屋
が
あ
る
。
そ
こ

で
御
飯
を
食
べ
よ
う
と
し
た

ら
、
生
き
た
魚
を
持
っ
て
き
て

「
こ
れ
を
今
切
っ
た
ら
お
い
し

い
で
す
よ
」
と
言
っ
た
。
常
連

と
分
か
っ
て
お
り
、
絶
対
買
う

と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
常

連
に
は
甘
え
な
い
と
い
け
な

い
。
新
人
さ
ん
に
は
好
か
れ
な

い
と
い
け
な
い
。

め
に
は
、
お
客
様
の
心
を
解
読

す
る
。
商
売
は
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
相
手
の
心
を
読
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
も
、
ば
れ
な

い
よ
う
に
し
て
す
る
の
が
ス
テ

ル
ス
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
だ
。
ば

れ
な
い
よ
う
に
お
客
様
の
顔
を

見
て
お
く
。
お
客
様
は
必
ず
答

え
を
教
え
て
く
れ
る
。
答
え
は

お
客
様
し
か
な
い
。
自
分
の
都

合
で
店
を
し
て
も
仕
方
な
い
。

お
客
様
の
声
で
あ
る
。だ
か
ら
、

人
の
商
品
化
と
い
う
こ
と
だ
。

　

で
き
れ
ば
、
皆
さ
ん
に
顧
客

情
報
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。カ
ー
ド
は
紙
で
も
十
分
で
、

数
万
く
ら
い
で
で
き
る
。
タ
ブ

レ
ッ
ト
で
Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
を
使
え

ば
月
々
７
千
く
ら
い
は
取
れ
る

の
で
、
情
報
を
集
め
て
、
分
析

す
る
流
れ
を
作
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。
そ
し
て
、
ク
ー
ポ
ン
な

ど
を
し
て
み
る
と
よ
い
。
絶
対

に
結
果
は
出
る
。
ま
た
、
最
後

に
伝
え
た
い
お
店
が
あ
る
。
あ

る
北
陸
の
お
店
で
す
。
私
に
相

談
が
あ
り
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

は
１
度
止
め
た
の
で
す
が
も
う

一
度
し
た
い
。
普
通
の
ポ
イ
ン

ト
カ
ー
ド
で
は
な
い
ポ
イ
ン
ト

シ
ス
テ
ム
を
方
法
を
考
え
て
ほ

し
い
。
顧
客
を
大
事
に
共
に
喜

べ
る
仕
組
み
を
、
こ
こ
は
上
位

の
お
客
様
は
雪
が
降
っ
た
ら
雪

か
き
を
し
て
く
れ
る
そ
う
で

す
。
私
は
こ
う
考
え
ま
す
。
店

の
大
事
な
お
客
様
は
ロ
イ
ヤ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
だ
と
。
こ
れ
か
ら

は
普
通
の
売
上
ポ
イ
ン
ト
に
イ

ベ
ン
ト
参
加
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、

店
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
て
い
く

ポ
イ
ン
ト
制
度
で
お
客
様
と
一

緒
に
店
を
作
っ
て
い
る
雰
囲
気

作
り
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

次
回
報
告
し
ま
す
。

も
お
と
な
し
い
人
が
い
る
が
、

そ
れ
を
見
て
ど
う
思
う
か
。

購
入
さ
れ
て
い
な
い
お
客
様
の

購
買
動
機
で
あ
る
。
上
位
の
お

客
様
に
値
引
き
券
を
渡
す
必
要

は
な
い
。

　

私
が
通
販
を
し
て
い
た
時
、

上
位
の
お
客
様
に
辛
子
明
太
子

を
送
っ
た
ら
、
喜
ん
で
い
た
だ

け
た
。そ
れ
も
福
岡
の
老
舗
で
、

２
千
円
も
す
る
。
上
位
の
お
客

様
が
自
分
の
店
で
１
年
間
に
ど

れ
く
ら
い
使
っ
て
い
る
の
か
を

見
て
、
６
万
で
も
７
万
で
も
使

っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
キ
ー

プ
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
額

が
１
、２
千
円
で
は
な
い
の
で
、

値
引
き
で
つ
る
の
で
は
な
い
。

上
位
を
守
る
シ
ナ
リ
オ
が
作
ら

れ
て
い
る
。
来
店
頻
度
ア
ッ
プ

・
離
反
防
止
・
イ
ベ
ン
ト
企
画
。

今
後
大
事
に
な
る
だ
ろ
う
と
思

っ
て
い
る
の
が
電
話
フ
ォ
ロ
ー

で
あ
る
。
こ
こ
で
「
最
近
、
来

て
い
ま
せ
ん
ね
」
と
言
う
の
は

お
か
し
い
の
で
「
お
客
様
に
リ

サ
ー
チ
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
」
と
電
話
す
る
。
そ

れ
で
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
。
１
回
し
か
来
な
い
お
客
様

は
通
常
は
50
％
く
ら
い
だ
が
、

あ
る
お
茶
屋
さ
ん
で
は
、
１
回

こ
っ
き
り
が
３
・
５
％
し
か
な

い
。
１
回
購
入
し
た
後
、
１
週

間
以
内
に
電
話
フ
ォ
ロ
ー
を
す

る
。
そ
の
時
に
「
お
買
い
上
げ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、

購
入
し
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、
商
品
に

何
か
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
か
」
や
「
ス
タ
ッ
フ
の
行
動

に
気
づ
い
た
点
は
あ
り
ま
せ
ん

か
」
と
電
話
を
す
る
。
こ
こ
で

営
業
の
電
話
は
し
て
は
い
け
な

い
。
フ
ォ
ロ
ー
の
電
話
を
す
る

だ
け
で
お
客
様
は
「
何
て
い
い

会
社
な
ん
だ
」と
思
う
。
ま
た
、

結
構
お
金
を
使
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
方
は
、
割
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
望
む
。
何
か
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
る
気
持
ち
に

な
る
。
従
っ
て
、お
客
様
に
は
、

販
促
だ
け
で
な
く
、
フ
ォ
ロ
ー

を
打
つ
こ
と
を
考
え
る
。

　

皆
さ
ん
の
店
で
上
位
の
お
客

様
の
一
覧
表
を
出
し
て
、
昨
年

何
位
だ
っ
た
か
を
見
て
ほ
し

い
。
上
位
の
20
位
の
３
、
４
割

は
い
な
く
な
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
だ
か
ら
、
上
位
の
お
客
様

に
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
し
て
お
か
な

い
と
な
ら
な
い
。
化
粧
品
の
会

社
の
上
位
の
お
客
様
は
、
明
太

子
を
差
し
上
げ
た
ら
逃
げ
な
か

っ
た
。
た
ぶ
ん
そ
れ
だ
け
で
な

い
な
い
で
し
ょ
う
が
…
。
や
は

り
、
重
要
な
お
客
様
を
大
事
に

す
る
。
店
の
フ
ァ
ン
だ
か
ら
つ

か
ま
え
て
お
く
。

　

燕
三
条
市
の
○
○
店
で
「
20

人
当
た
り
ま
し
た
」
と
当
選
発

表
し
た
。
こ
こ
で
、
上
位
だ
け

当
て
る
と
、必
ず
手
を
上
げ
る
。

来
て
い
な
い
お
客
様
に
当
て
て

も
、
当
た
っ
た
と
言
わ
な
い
。

当
た
っ
た
と
い
う
の
も
演
出
で

「
こ
こ
は
本
当
に
当
た
っ
て
る

　

「
な
ぜ
新
規
来
店
が
来
る
の

か
」
と
考
え
て
み
る
。
新
規
の

お
客
様
は
通
り
す
が
り
か
、
も

し
く
は
チ
ラ
シ
を
見
た
か
？
通

り
す
が
り
か
？
思
い
出
し
た

か
？「
こ
の
店
に
絶
対
に
行
く
、

こ
の
商
品
を
買
い
に
行
く
」
と

い
う
方
は
11
％
し
か
い
な
い
。

そ
れ
以
外
は
色
々
な
理
由
で
、

上
位
の
お
客
様
を

調
べ
る

電
話
フ
ォ
ロ
ー

離
反
し
て
い
る
お

客
様
を
上
位
か
ら

並
べ
る
と
…

お
客
様
は
後
ろ
か

ら
見
て
い
る

知
ら
せ
る
、
好
か

れ
る
、
頼
ら
れ
る
。

終
わ
り
に

お
客
様
の
心
を
解
読

　

ア
メ
リ
カ
に
ド
ロ
シ
ー
レ
ー

ン
と
い
う
有
名
な
ス
ー
パ
ー

は
、
上
位
の
３
割
の
年
間
離
反

者
が
無
い
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

な
ぜ
新
規
来
店
が

来
る
の
か

ん
だ
」と
い
う
印
象
も
で
き
る
。

そ
れ
で
Ａ
賞
菓
子
パ
ン
、
Ｂ
賞

食
パ
ン
半
斤
に
し
、
Ａ
と
Ｂ
で

お
客
様
の
セ
グ
メ
ン
ト
を
分
け

た
て
考
え
た
。
よ
く
言
わ
れ
る

の
は
一
番
反
応
が
良
か
っ
た
の

は
金
額
の
割
引
だ
っ
た
。
こ
う

い
う
こ
と
は
、
自
分
で
実
験
し

て
み
な
い
と
分
か
ら
な
い

と
り
あ
え
ず
行
か
な
い
と
い
け

な
い
か
ら
そ
の
周
辺
に
行
き
、

た
ま
た
ま
あ
な
た
の
店
に
行
っ

た
だ
け
だ
。
そ
の
お
客
様
が
せ

っ
か
く
入
っ
て
き
た
ら
、
店
の

中
で
買
っ
て
も
ら
わ
な
い
と
い

け
な
い
。
購
買
動
機
を
沸
き
立

た
せ
な
い
と
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
何
か
お
も
し
ろ
い
こ
と

ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
を
し
て
い

る
の
か
だ
。

　

知
ら
せ
る
、
好
か
れ
る
、
頼

ら
れ
る
。
こ
の
３
つ
を
基
本
に

考
え
る
。
自
分
た
ち
を
お
客
様

に
知
ら
せ
な
い
と
い
け
な
い
。

　

お
客
様
の
専
門
家
に
な
る
た
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ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
層
は
お

菓
子
が
大
好
き
で
あ
る
。
生
活

に
欠
か
せ
な
い
お
菓
子
の
美
味

し
さ
を
よ
く
知
っ
て
お
り
、
今

ま
で
長
く
仕
事
で
苦
労
さ
れ
た

時
な
ど
、
ほ
っ
と
す
る
ひ
と
時

を
お
い
し
い
お
菓
子
で
楽
し
ん

で
き
た
。
シ
ニ
ア
コ
ム
・
Ｊ
Ｐ

の
情
報
調
査
に
よ
る
50
歳
以
上

の
人
気
の
お
菓
子
は
、
第
１
位

＝
大
福
、
２
位
＝
せ
ん
べ
い
、

３
位
＝
お
は
ぎ
、
４
位
＝
羊
羹
、

５
位
＝
ど
ら
焼
き
、
６
位
＝
き

ん
つ
ば
、
７
位
＝
わ
ら
び
餅
、

８
位
＝
み
た
ら
し
団
子
、
９
位

＝
栗
饅
頭
、
10
位
＝
あ
ん
み
つ

と
い
う
結
果
で
あ
っ
た
。

　

日
本
能
率
協
会
の
調
べ
で

は
、好
ま
れ
る
お
菓
子
と
し
て
、

シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
、
チ
ー
ズ
ケ

ー
キ
、チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ケ
ー
キ
、

タ
ル
ト
ケ
ー
キ
、
フ
ツ
ー
ツ
ケ

ー
キ
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
を
挙
げ
て
い

る
。

⑴
老
化
の
特
徴

　

老
化
と
は
加
齢
に
と
も
な
う

能
力
低
下
で
あ
る
。
そ
の
主
な

も
の
は
、
１
．
味
覚
が
衰
え
る
：

濃
い
味
付
け
を
好
む
よ
う
に
な

る
。
２
．
視
力
、
聴
覚
、
嗅
覚
、

蝕
覚
、
温
覚
の
衰
え
：
食
欲
衰

退
や
や
け
ど
の
障
害
。
３
．
噛

む
力
が
衰
え
る
：
偏
食
や
栄
養

バ
ラ
ン
ス
の
崩
れ
。
４
．
喉
の

渇
き
が
鈍
く
な
る
：
脱
水
症
状

の
発
生
な
ど
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
起
こ
り
や
す
い
症

状
は
、
①
飲
み
込
む
力
が
弱
く

な
り
、
む
せ
る
、
つ
か
え
る
。

②
唾
液
の
分
泌
量
の
減
少
に
よ

り
、
胃
の
負
担
や
食
欲
低
下
が

起
こ
る
。
③
消
化
液
の
分
泌
が

減
少
し
胃
腸
の
働
き
が
低
下
す

る
。
そ
の
結
果
、
消
化
不
良
や

下
痢
、
便
秘
と
な
る
。

　

老
化
を
抑
え
る
に
は
、
健
康

・
栄
養
の
整
っ
た
社
会
環
境
づ

く
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
「
健

康
日
本
21
」の
ツ
ー
ル
づ
く
り
、

発
信
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
り
、
毎

日
の
リ
ズ
ム
あ
る
「
栄
養
」「
運

動
」「
体
調
」
の
３
大
要
素
を

生
活
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

⑵
お
菓
子
と
老
化
抑
制
の
関
係

　

老
化
抑
制
の
大
き
な
要
因

は
、
毎
日
の
美
味
し
い
お
菓
子

を
食
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し

て
、
健
康
長
寿
の
秘
け
つ
で
も

紹
介
し
た
が
、
①
偏
食
せ
ず
に

食
べ
る
。
②
３
食
規
則
正
し
く

食
べ
る
。
③
地
域
産
物
や
郷
土

食
、
旬
の
食
材
を
摂
る
。
④
食

べ
過
ぎ
な
い
。
⑤
家
族
と
の
食

事
を
楽
し
む
な
ど
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
活
力
あ
る

高
齢
社
会
づ
く
り
と
し
て
、
元

気
な
高
齢
者
が
能
力
を
発
揮
で

き
る
社
会
構
造
づ
く
り
が
必
須

で
あ
る
。
医
療
や
介
護
施
設
の

充
実
、
自
治
体
、
企
業
と
の
連

携
に
よ
る
長
寿
食
、
介
護
食
、

医
療
食
な
ど
の
開
発
と
、
増
加

す
る
健
康
人
が
創
造
性
を
生
か

せ
る
社
会
制
度
の
も
と
で
、
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、

高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ

く
り
が
必
須
で
あ
る
と
報
告
さ

れ
た
３
）
。

⑶
老
化
を
遅
ら
せ
る
要
件

　

高
齢
者
栄
養
研
究
会
で
は
、

老
化
を
遅
ら
せ
る
食
生
活
ア
ド

バ
イ
ス
を
挙
げ
て
い
る
。
①
一

日
３
食
、
10
食
品
群
を
食
べ
る　

②
肉
と
魚
の
割
合
は
１:

１　

動
物
性
た
ん
ぱ
く
質
と
脂
肪
を

摂
る　

③
牛
乳
は
一
日
２
０
０

㎖　

④
野
菜
は
緑
黄
色
野
菜
や

根
菜
類
を
摂
る　

⑤
だ
し
や
香

辛
料
、
薬
味
、
調
味
料
で
食
欲

増
進　

⑥
和
洋
中
の
よ
く
噛
む

料
理　

⑦
食
欲
の
な
い
時
は
お

か
ず
を
優
先　

⑧
家
族
で
楽
し

く
食
べ
る
な
ど
が
老
化
を
遅
ら

せ
る
と
し
て
い
る
。

　

野
菜
類
、
穀
類
、
肉
類
な
ど

に
加
え
、
雑
穀
類
な
ど
か
ら
も

ビ
タ
ミ
ン
類
、
ミ
ネ
ラ
ル
類
な

ど
の
高
齢
者
食
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
よ
く
摂
る
こ
と
、
特
に
、
鉄

分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
も
求
め

ら
れ
て
い
る
。

⑷
栄
養
の
改
善
と
予
防

　

高
齢
者
の
40
％
が
入
院
や
介

護
施
設
に
て
低
栄
養
状
態
に
あ

る
。
そ
の
原
因
に
摂
食
・
嚥
下

障
害
が
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
主
な

要
因
は
、
①
摂
食
・
嚥
下
機
能

低
下
に
よ
る
十
分
な
食
事
が
と

　

嚥
下
食
は
、
摂
食
・
嚥
下
障

害
者
を
対
象
と
す
る
物
性
や
食

形
態
を
重
視
し
た
食
事
の
総
称

で
あ
る
。
そ
し
て
、
嚥
下
訓
練

食
、
嚥
下
食
、
介
護
食
の
３
つ

の
レ
ベ
ル
に
分
け
ら
れ
る
が
、

最
近
は
す
べ
て
の
食
事
を
普
通

食
か
ら
嚥
下
食
ま
で
の
６
段
階

に
分
類
す
る
「
嚥
下
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
」
概
念
図
が
示
さ
れ
、
安
全

性
と
品
質
が
確
保
さ
れ
て
い
る

（
図
６
）。
病
状
に
応
じ
て
、

開
始
食
か
ら
嚥
下
食
Ⅴ
を
そ
れ

ぞ
れ
、
Ｌ
０
〜
Ｌ
５
に
分
類
す

る
。

　

難
易
度
レ
ベ
ル
の
基
本
定
義

は
、
①
レ
ベ
ル
０
（
嚥
下
開
始

食
）
②
レ
ベ
ル
１
（
嚥
下
訓
練

食
ゼ
リ
ー
食
）③
レ
ベ
ル
２（
ゼ

リ
ー
食
）
④
レ
ベ
ル
３
（
ペ
ー

ス
ト
食
）
⑤
レ
ベ
ル
４
（
介
護

食
・
移
行
食
）
と
定
め
て
い
る
。

れ
な
い　

②
認
知
症
や
う
つ
病　

③
身
体
上
の
障
害
に
よ
る
食
事

の
と
り
に
く
さ　

④
食
事
に
対

す
る
認
識
や
こ
だ
わ
り　

⑤
間

食
の
と
り
過
ぎ
な
ど
に
よ
る
低

栄
養
で
あ
る
。

　

そ
の
解
決
策
と
し
て
、
誤
嚥

事
故
の
防
止
で
あ
る
。
後
期
高

齢
者
の
増
加
に
よ
る
こ
れ
ら
の

事
故
防
止
の
た
め
の
介
護
食
の

開
発
が
優
先
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
は
、
若
者
に
比
べ
エ

ネ
ル
ギ
ー
所
要
量
は
少
な
く
な

る
が
、
必
要
と
す
る
た
ん
ぱ
く

質
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
鉄
、
ビ
タ

ミ
ン
類
は
変
わ
ら
な
い
。
高
齢

者
の
食
事
は
淡
白
に
な
り
が
ち

で
あ
り
、
高
齢
者
に
な
る
ほ
ど

栄
養
価
の
高
い
密
度
の
あ
る
食

事
が
必
要
と
な
る
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

　

埼
玉
県
秩
父
市
で
は
、
地
場

商
品
発
掘
・
ブ
ラ
ン
ド
化
と
し

て
「
お
菓
子
屋
さ
ん
の
地
域
お

こ
し
」
の
取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
、
①
同
業
者
で
組
織

す
る
お
菓
子
協
議
会
の
運
営
、

②
５
年
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る

人
材
・
資
金
の
獲
得
、
③
積
極

的
な
地
域
の
人
材
の
活
用
、
④

メ
デ
ィ
ア
・
イ
ベ
ン
ト
を
活
用

し
た
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
、
⑤
場
面

に
応
じ
た
行
政
と
の
役
割
分
担

を
提
案
し
進
め
て
い
る
。

⑴
開
発
事
例

　

競
争
の
激
し
い
洋
菓
子
業
界

に
お
い
て
種
々
の
取
り
組
み
を

工
夫
し
た
開
発
が
行
わ
れ
て
い

る
。
創
業
以
来
の
商
品
に
幾
重

に
も
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
Ｋ
社
で
は
戦
略
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
見
直
し
、
利

益
率
を
考
え
お
土
産
・
通
販
事

業
へ
の
参
入
を
企
て
る
。
新
商

品
の
開
発
を
促
進
す
る
結
果
と

な
っ
た
。

　

製
品
競
争
力
を
①
「
表
層
の

競
争
力
」
と
し
て
製
品
性
能
、

信
頼
性
、
広
告
宣
伝
、
価
格
、

納
期
を
見
直
す
。
第
二
は
「
深

層
の
競
争
力
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
顧
客
や
他
社
か
ら
は
観
察
で

き
な
い
。
生
産
性
、
生
産
・
開

発
の
ス
ピ
ー
ド
で
あ
る
開
発
に

係
る
目
標
品
質
を
ど
の
よ
う
な

手
順
で
仕
上
げ
る
か
と
開
発
力

と
し
て
い
る
。

　

生
産
性
の
技
術
向
上
が
社
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
が

り
、
開
発
力
、
改
善
力
、
提
案

力
と
し
て
企
業
の
大
き
な
力
と

な
り
、
各
自
が
組
織
学
を
身
に

付
け
た
と
し
て
い
る

⑵
共
同
開
発
事
例

　

群
馬
県
は
、
繭
か
ら
生
糸
日

本
一
の
地
場
の
特
産
品
で
あ
る

養
蚕
業
が
盛
ん
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
Ｙ
社
は
日
本
一
の
「
桑
を

活
用
し
た
煎
餅
」
を
開
発
。
さ

ら
に
、
安
中
総
合
学
園
高
校
と

共
同
で
「
桑
せ
ん
べ
い
」
を
開

発
し
た
。
桑
に
は
、
健
康
に
有

益
な
ミ
ネ
ラ
ル
成
分
が
多
く
、

鉄
分
、
カ
ル
シ
ウ
ム
、
亜
鉛
も

豊
富
で
あ
る
。
そ
し
て
、
血
糖

値
、
血
圧
上
昇
抑
制
、
ダ
イ
エ

ッ
ト
効
果
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

　

桑
の
デ
オ
キ
シ
ノ
ジ
リ
マ
イ

シ
ン
の
効
果
で
、
糖
分
の
吸
収

抑
制
も
期
待
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
お
菓
子
の
他
に
も

お
菓
子
豆
腐
の
生
地
に
、
カ
ス

タ
ー
ド
に
も
は
さ
む
こ
と
に
な

っ
た
。
生
地
に
練
り
込
ん
だ
カ

ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム
や
バ
タ
ー

ク
リ
ー
ム
、
手
焼
き
磯
部
せ
ん

べ
い
に
も
活
用
が
広
が
っ
て
い

る
。

⑶
桃
の
天
ぷ
ら
の
開
発

　

福
島
県
の
伊
達
市
で
は
、
桃

の
天
ぷ
ら
を
は
じ
め
、
桃
カ
レ

ー
や
桃
の
漬
物
な
ど
も
開
発
さ

れ
、
固
い
実
は
し
ゃ
き
し
ゃ
き

感
、
柔
ら
か
い
実
は
と
ろ
り
と

し
た
食
感
、
こ
れ
ら
の
味
の
違

い
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
府
中
の
ス
イ
ー
ツ

店
で
は
、
み
そ
を
使
っ
た
「
み

そ
ス
イ
ー
ツ
専
門
店
」
と
し
て

多
く
の
商
品
開
発
を
進
め
て
い

る
。「
秀
峰
白
味
噌
」を
用
い
て
、

ド
ー
ナ
ツ
や
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
、

み
そ
ク
ッ
キ
ー
、味
噌
ラ
ス
ク
、

府
中
え
び
す
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
に
富
ん
だ
商
品
開
発
で
繁
盛

し
て
い
る
。

⑷
地
域
連
携
に
よ
る
開
発

　

上
記
の
企
業
、
自
治
体
と
の

連
携
に
よ
る
成
果
と
し
て
、
①

　

４
年
ご
と
に
開
催
す
る
全
国

菓
子
博
覧
会
は
、
平
成
25
年
は

「
世
界
に
と
ど
け
！
笑
顔
を
む

す
ぶ
お
菓
子
の
ち
か
ら
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
菓
子
産
業
の
振

興
発
展
と
地
域
の
活
性
化
を
目

的
に
広
島
に
て
開
催
さ
れ
た
。

入
場
者
は
80
万
７
千
人
に
の
ぼ

り
、
大
き
な
成
果
と
と
も
に
、

お
菓
子
の
持
っ
て
い
る
力
を
発

信
し
確
認
で
き
た
。

　

第
27
回
全
国
菓
子
大
博
覧
会

は
、
平
成
29
年
４
月
21
日
か
ら

５
月
14
日
の
24
日
間
、三
重
県
、

伊
勢
市
で
の
開
催
が
決
定
し
て

い
る
。
皆
さ
ん
楽
し
み
に
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

各
地
域
の
菓
子
組
合
に
よ
る

定
期
的
な
展
示
会
が
、
こ
れ
か

ら
は
、
業
界
の
み
な
ら
ず
、
地

域
・
自
治
体
の
大
事
な
催
し
物

と
し
て
消
費
の
拡
大
に
寄
与
す

　

急
速
に
高
齢
化
が
進
み
世
界

に
高
齢
者
食
の
情
報
発
信
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
地
方
自
治
体

・
各
業
界
が
家
庭
で
の
高
齢
者

食
の
み
な
ら
ず
、
病
院
・
介
護

施
設
、
中
食
、
外
食
、
給
食
施

設
な
ど
、
安
全
性
と
高
品
質
・

高
付
加
価
値
、
か
つ
、
嗜
好
性

あ
る
高
齢
者
向
け
お
菓
子
の
提

案
、
開
発
力
、
人
材
育
成
の
体

制
な
ど
を
含
め
、
シ
ス
テ
ム
提

案
も
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

地
域
の
介
護
付
き
老
人
ホ
ー

ム
と
連
携
し
、
高
齢
者
に
愛
さ

れ
る
ケ
ー
キ
の
試
作
な
ど
、
量

を
抑
え
、
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
食

べ
や
す
さ
に
配
慮
し
た
お
い
し

善
行　

雑
穀
を
利
用
し
た
シ
リ

ア
ル
食
品
の
開
発　

商
工
会
等

地
域
技
術
創
造
事
業
部　

技
術

報
告

個
々
の
お
菓
子
屋
の
売
り
上
げ

が
増
加
し
て
い
る
。
②
生
産
農

家
数
が
増
加
。
③
若
い
生
産
者

が
出
て
き
た
。④
森
林
づ
く
り
、

作
付
面
積
の
増
加
等
に
よ
り
、

山
林
や
農
地
の
荒
廃
の
抑
制
な

ど
を
成
果
と
し
て
挙
が
っ
て
い

る
。

　

今
後
の
展
望
と
し
て
、
①
カ

エ
デ
を
活
用
し
た
新
た
な
商
品

開
発　

②
二
条
大
麦
、
て
ん
菜

等
の
地
域
農
産
物
を
活
用
し
た

商
品
開
発　

③
オ
ー
ル
秩
父
産

原
材
料
の
お
菓
子
作
り　

④
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
販
売

戦
略
づ
く
り
、
さ
ら
に
、
次
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
に
向
け
た

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
作
成
に

着
手
し
た
。

る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
か
ら

も
顧
客
満
足
の
お
菓
子
の
フ
ァ

ン
に
喜
び
を
与
え
る
努
力
を
積

み
重
ね
て
い
き
た
い
。

い
お
菓
子
作
り
を
実
現
さ
せ
今

後
の
商
品
開
発
に
活
か
す
。
さ

ら
に
、
産
学
官
お
よ
び
産
産
連

携
に
よ
る
異
業
種
間
で
の
高
齢

者
食
、
介
護
食
・
嚥
下
食
な
ど

種
々
の
要
求
に
応
え
た
開
発
の

加
速
を
望
む
も
の
で
あ
る
。
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図6　嚥下食ピラミッドに対応した段階的食事内容
出典：第10回日本摂食・嚥下リハビリテーション学会　金谷節子

■均一な物性：「嚥下訓練食」
Ｌ0：段階1＝開始食
Ｌ1：段階2＝嚥下食Ⅰ
Ｌ2：段階3＝嚥下食Ⅱ

■不均一な物性
Ｌ3：段階4＝嚥下食Ⅲ（嚥下食）
Ｌ4：段階5＝移行食（介護食）
Ｌ5：普通食

　

全
国
銘
産
菓
子
工
業
協
同
組

合
（
理
事
長
村
岡
安
廣
氏
）
で

第69回全国銘菓展を開催
三越の天女像「まごころ」がテーマ
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


５
月
17
日
、
接
客
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
講
習
会
、
講
師
・

熊
澤
厚
子
氏
、
一
関
市
・
な
の

は
な
プ
ラ
ザ

５
月
17
〜
18
日
、
島
根
県

松
江
及
び
出
雲
方
面
へ
組

合
研
修
会

行
事
予
定

岩手高知

は
４
月
15
日
〜
21
日
、
東
京
・

日
本
橋
三
越
で
第
69
回
全
国
銘

菓
展
を
開
催
し
た
。会
場
で
は
、

全
国
に
そ
の
名
の
知
れ
渡
っ
て

い
る
名
店
が
販
売
し
た
。

　

今
年
は
三
越
の
天
女
像
「
ま

ご
こ
ろ
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
和

菓
子
を
、
限
定
販
売
し
た
。
写

真
は
つ
ち
や
の
羊
羹
「
彩
雲
」。

菓 子 工 業 新 聞 平成27年５月15日第914号 （10）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）



　
フ
ー
ド
セ
ー
フ
テ
ィ
ジ
ャ
パ
ン
で
は
佐
藤
邦
裕
氏
（
日

本
食
品
衛
生
協
会
）
を
講
師
に
迎
え
、「
異
物
混
入
苦
情

の
現
状
と
再
発
防
止
対
策
の
基
本
的
な
考
え
方
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
②

佐藤 邦裕 氏 （日本食品衛生協会）

異物混入苦情の現状と再発
防止対策の基本的な考え方

異物混入の多い食品
食品群（件数） 主な食品（件数）

菓子類 （722）
洋菓子（147）、和菓子（134）、チョコレート（83）、
スナック類（68）、あめ・キャラメル（61）、アイス
クリーム類（53）、せんべい（50）

穀類 （688）パン（280）、米（231）、めん類（143）、粉類（17）、もち（11）

調理食品 （565）
弁当（148）、惣菜類（94）、調理パン（63）、冷凍調
理食品（57）、レトルト調理食品（47）、調理食品の
缶詰・瓶詰（26）

魚介類 （410）
魚・貝類（215）、かつお節など魚介加工品（73）、干
物・塩蔵品（54）、魚肉練り製品（43）、魚介缶・瓶詰
（24）

飲料 （371）清涼飲料（136）、ミネラルウォーター（73）、コーヒー・紅茶・ココア（62）、緑茶（31）、中国茶（30）

野菜・海草類（322）漬物・佃煮など（125）、野菜（75）、豆腐・納豆・おからなど（51）、海草（47）

調味料 （198）オイスターソース（50）、ふりかけ（39）、砂糖・ジャム・蜂蜜（31）、食塩・しょうゆ・みそ（25）

乳卵類 （181）牛乳（72）、粉ミルク（52）、ヨーグルト・チーズなど（42）、鶏卵（13）

肉類 （146）ハム・ソーセージなど加工肉（71）、牛肉（26）、豚肉（22）、鶏肉（10）、ひき肉（9）
酒類 （103) ビール（41）、ワイン（37）、清酒（12）

果物 （77）果物の缶詰・瓶詰（32）、生鮮果物（25）、干し柿・干しぶどう（9）
その他 （38）インスタント食品・チルド食品などその他の食品
国民生活センター：食品の異物混入について、月刊国民生活12（2000）

異
味
異
臭
苦
情

公
的
苦
情
受
付
機
関
が
作
成
し
た
デ
ー

タ
の
解
釈

異
物
混
入
苦
情
の
本
当
の
怖
さ
を
メ
ー

カ
ー
は
理
解
し
て
い
な
い 受

付
件
数
の
多
い
異
物
混
入
苦
情

　

い
つ
も
と
味
が
違
う
、
何
か

香
り
が
お
か
し
い
。
以
前
に
購

入
し
た
時
は
こ
う
で
は
な
か
っ

た
、
気
持
ち
悪
い
か
ら
返
品
す

る
と
い
う
苦
情
が
あ
る
。
異
物

混
入
苦
情
と
異
味
異
臭
苦
情
に

は
共
通
点
が
あ
る
。
製
造
者
や

販
売
者
は
、
い
つ
も
と
同
じ
品

質
の
も
の
を
い
つ
も
の
検
査
を

し
て
出
荷
し
て
い
る
。
品
質
的

に
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
世
の
中
で
事
件
や
事
故
が

重
な
る
と
消
費
者
は
一
様
に
商

品
に
対
し
不
安
を
感
じ
る
。
結

果
、
買
っ
て
き
た
も
の
を
子
細

に
観
察
す
る
。
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー

キ
の
イ
チ
ゴ
の
脇
に
黒
い
異
物

を
み
つ
け
る
こ
と
に
な
る
。
普

通
に
考
え
た
ら
イ
チ
ゴ
の
種
子

で
あ
る
が
、
実
際
に
調
べ
て
も

イ
チ
ゴ
の
種
な
の
だ
が
、
世
間

で
食
に
ま
つ
わ
る
い
ろ
い
ろ
な

事
件
や
事
故
が
発
生
し
報
道
さ

れ
る
と
、
イ
チ
ゴ
の
種
子
程
度

の
も
の
で
も
不
安
を
生
起
し
、

苦
情
や
問
い
合
わ
せ
と
な
る
。

　

何
と
な
く
納
得
し
た
と
い
う

か
、
大
き
な
異
常
は
な
い
が
、

安
心
し
き
っ
て
い
な
い
精
神
状

態
の
時
、
何
か
を
食
べ
る
と
、

い
つ
も
と
違
っ
た
よ
う
な
味
が

す
る
。
例
え
ば
賞
味
期
限
は
十

分
な
安
全
率
を
と
っ
て
決
め
て

い
る
か
ら
、
少
し
過
ぎ
て
も
冷

蔵
庫
で
保
管
し
て
い
た
ら
、
理

論
上
は
誰
も
危
険
だ
と
思
っ
て

い
な
い
。こ
れ
を
過
ぎ
た
時
に
、

何
で
も
な
く
、
見
た
目
も
平
気

だ
け
れ
ど
、
食
べ
る
時
は
慎
重

に
な
っ
て
食
べ
る
。
す
る
と
何

と
な
く
臭
い
や
味
が
気
に
な
る

時
が
あ
る
。
そ
の
心
理
と
、
世

の
中
で
事
件
や
事
故
が
起
こ
っ

た
時
の
心
理
は
同
じ
だ
。
い
っ

た
ん
思
っ
て
し
ま
う
と
、
異
物

と
違
っ
て
目
に
見
え
な
い
だ
け

に
不
安
に
な
る
。
そ
れ
で
聞
い

て
み
よ
う
と
な
り
、
生
活
協
同

組
合
に
電
話
が
来
る
と
異
味
異

臭
に
な
る
。

　

商
品
は
い
つ
も
と
一
緒
だ

が
、
異
常
品
と
正
常
品
と
の
判

断
す
る
の
は
消
費
者
だ
。
確
か

　

デ
ー
タ
が
少
し
古
い
が
、
異

物
混
入
苦
情
は
２
０
０
６
年
ま

で
34
〜
36
％
で
普
通
だ
っ
た
。

２
０
０
７
年
以
降
、
様
子
が
変

わ
り
苦
情
件
数
の
中
で
異
物
混

入
が
見
か
け
上
減
っ
て
き
て
い

る
。
２
０
０
７
年
に
30
％
、
２

０
０
８
年
は
28
％
に
減
っ
た
。

私
は
生
活
協
同
組
合
で
25
〜
26

年
間
、
仕
事
し
て
い
た
が
、
年

間
の
集
計
で
異
物
混
入
苦
情
が

３
割
を
割
り
込
ん
だ
の
は
初
め

て
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
従
来

８
〜
９
％
だ
っ
た
異
味
異
臭
苦

情
が
10
％
、12
％
に
な
り
、徐
々

に
増
え
て
き
て
い
る
。
世
の
中

で
い
ろ
い
ろ
な
事
件
や
事
故
が

起
こ
る
た
び
に
、
大
方
の
消
費

者
の
不
安
や
関
心
は
、
異
物
よ

り
も
異
味
異
臭
に
振
れ
て
い

る
。
異
物
混
入
が
減
り
、
改
善

さ
れ
て
全
体
の
比
率
を
押
し
下

げ
て
き
た
と
考
え
る
の
は
、
時

期
尚
早
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

に
誰
が
見
て
も
異
物
だ
と
い
う

場
合
も
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
以

外
の
苦
情
が
増
え
た
り
減
っ
た

り
す
る
大
部
分
は
、
消
費
者
が

不
安
に
な
る
か
ら
起
こ
る
。
異

味
異
臭
や
異
物
は
定
義
が
は
っ

き
り
し
な
い
だ
け
に
、
苦
情
の

寄
せ
ら
れ
た
場
合
は
異
物
だ
と

考
え
る
し
か
な
い
。
法
律
上
の

定
義
を
持
ち
出
し
て
「
こ
れ
は

法
律
上
異
物
で
は
な
い
」
と
言

っ
て
も
、
企
業
イ
メ
ー
ジ
が
悪

く
な
る
だ
け
で
あ
る
。
日
本
は

訴
訟
社
会
で
は
な
い
か
ら
、
こ

ん
な
場
合
に
消
費
者
の
支
持
は

得
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
そ
の

時
に
は
さ
ば
さ
ば
と
対
応
せ
ざ

る
を
得
な
い
。

　

先
月
号
よ
り
続
く
。

　

２
０
０
０
年
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
た
食
品

の
異
物
混
入
が
多
か
っ
た
。
こ

の
た
め
、
機
関
誌
で
あ
る｢

月

刊
国
民
生
活｣

の
12
月
号
に
、

異
物
混
入
の
特
集
が
掲
載
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
異
物
混
入
の
多

い
食
品
と
い
う
表
が
あ
り
、
異

物
混
入
が
１
番
多
い
の
は
菓
子

類
で
、
洋
菓
子
は
１
年
間
で
１

４
７
件
だ
っ
た
。
菓
子
類
の
製

造
現
場
、
と
り
わ
け
洋
菓
子
工

場
は
人
・
物
・
金
を
投
資
し
、

従
業
員
教
育
も
行
い
、
バ
リ
ア

性
の
高
い
建
物
で
あ
る
場
合
が

多
い
。
食
品
横
並
び
で
見
た
時

の
平
均
点
よ
り
は
か
な
り
上
で

あ
る
。
そ
れ
な
の
に
菓
子
類
は

異
物
混
入
が
多
い
と
言
わ
れ
た

ら
、
従
業
員
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
ろ

う
。
正
し
く
考
え
る
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
か
。
正
解
は
、
異

物
混
入
が
多
い
の
で
は
な
く
、

異
物
混
入
苦
情
が
多
い
食
品
に

順
番
を
つ
け
た
ら
こ
う
な
っ
た

と
い
う
も
の
だ
。
菓
子
類
の
苦

情
件
数
が
多
い
の
は
、
必
ず
し

も
異
物
混
入
が
多
い
か
ら
で
は

な
い
。
実
際
に
菓
子
類
を
購
入

し
て
食
べ
る
消
費
者
は
、
感
性

の
高
い
若
い
女
性
や
子
ど
も
が

多
い
の
で
、
何
か
不
都
合･

異

常
が
あ
っ
た
時
は
、
よ
く
気
が

付
く
。
そ
し
て
、
母
親
に
そ
の

こ
と
を
言
う
と
「
子
ど
も
の
食

べ
る
も
の
に
こ
ん
な
も
の
が
入

っ
て
い
た
」
と
苦
情
を
申
告
さ

れ
る
場
合
が
多
い
。

　

２
番
目
に
多
い
の
は
穀
類

で
、
パ
ン
、
米
、
め
ん
、
粉
、

も
ち
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

平
均
し
て
白
く
、
何
か
点
や
汚

れ
、
異
物
が
入
る
と
目
に
つ
く

の
で
苦
情
件
数
が
多
く
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

３
番
目
は
調
理
食
品
で
あ

る
。冷
凍
食
品
や
冷
凍
素
材
は
、

子
供
を
託
児
所
な
ど
に
預
け
、

共
働
き
を
し
て
い
る
子
育
て
世

代
の
若
い
夫
婦
が
買
う
場
合
が

多
い
。
若
い
人
た
ち
は
、
商
品

に
異
常
を
感
じ
た
場
合
、
年
配

の
世
代
に
比
べ
確
実
に
苦
情
申

告
を
す
る
傾
向
が
強
い
。
原
材

料
の
一
部
な
ど
の
混
入
苦
情
は

こ
の
よ
う
な
食
品
に
多
い
。
自

分
が
子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
例
え

ば
量
り
売
り
の｢

ち
り
め
ん
じ

ゃ
こ｣

に
は
そ
も
そ
も
異
物
が

入
っ
て
い
る
と
の
認
識
が
あ

り
、
新
聞
紙
の
上
に
広
げ
、
砂

や
藁
を
取
る
と
一
緒
に
干
さ
れ

た
小
さ
い
イ
カ
や
タ
コ
も
あ
っ

た
記
憶
が
あ
る
。
こ
ん
な
も
の

は
苦
情
に
な
ら
な
か
っ
た
。
今

の
時
代
、
そ
う
い
う
も
の
を
売

っ
た
ら
大
変
で
あ
る
。
時
代
が

違
う
と
異
物
混
入
苦
情
の
内
容

は
変
わ
っ
て
く
る
。
異
物
混
入

の
多
い
食
品
と
タ
イ
ト
ル
で
出

さ
れ
る
と
、
本
当
に
混
入
が
起

き
る
頻
度
が
高
く
感
じ
て
し
ま

う
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
な

い
。

　

酒
の
珍
味
の
類
で
は
、
洋
菓

子
の
工
場
な
ど
に
比
較
す
る
と

風
通
し
が
よ
い
環
境
で
作
ら
れ

て
い
る
も
の
も
多
い
。
普
通
に

考
え
た
ら
異
物
が
混
入
す
る
リ

ス
ク
は
高
い
は
ず
だ
。
と
こ
ろ

が
、
苦
情
は
少
な
い
。
珍
味
の

類
は
、
桜
の
下
な
ど
半
分
外
み

た
い
な
と
こ
ろ
で
飲
酒
に
伴
い

喫
食
さ
れ
る
機
会
が
多
く
、

少
々
の
異
物
に
気
が
つ
い
て
も

苦
情
の
申
告
に
ま
で
至
ら
な
い

も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

異
物
混
入
苦
情
は
そ
う
い
う
も

の
だ
。
そ
の
部
分
を
考
え
て
い

か
な
い
と
、
本
当
の
対
策
に
は

な
ら
な
い
。
食
品
だ
か
ら
ど
れ

も
同
じ
レ
ベ
ル
で
何
で
も
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
る
と
、

困
難
な
成
り
立
た
な
い
業
種
も

出
て
く
る
。
製
造
環
境
に
一
番

気
を
遣
っ
て
製
造
し
て
い
る
の

は
、
介
護
食
や
赤
ち
ゃ
ん
の
粉

ミ
ル
ク
み
た
い
な
も
の
だ
が
、

同
じ
食
品
だ
か
ら
お
酒
の
珍
味

を
全
部
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
作

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
か
と

言
っ
て
も
、
説
得
力
の
あ
る
議

論
に
は
な
ら
な
い
。
本
表
で
上

位
に
上
が
っ
て
い
る
食
品
を
作

　

商
品
に
対
し
て
満
足
し
た
人

と
不
満
足
の
人
が
い
る
。
満
足

を
し
た
人
の
コ
メ
ン
ト
は
な
か

な
か
返
っ
て
こ
な
い
。
例
え
ば

レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
し
て
、
帰

り
が
け
に
レ
ジ
で
「
お
い
し
か

っ
た
よ
」
と
は
言
わ
な
い
。
と

こ
ろ
が
、
週
に
何
回
か
決
ま
っ

て
来
て
く
れ
る
と
、
リ
ピ
ー
ト

し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
褒
め
て

い
る
と
考
え
て
も
よ
い
。

　

一
方
、
不
満
を
持
っ
た
人
の

中
に
は
、
文
句
を
言
う
人
と
言

わ
な
い
人
に
分
か
れ
る
。
文
句

を
言
い
、
苦
情
を
申
し
立
て
た

際
に
、
迅
速
丁
寧
な
対
応
で
一

生
懸
命
努
力
し
て
く
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
大
体
８

割
の
人
は
ま
た
そ
の
商
品
を
買

っ
た
り
、
そ
の
店
に
来
て
く
れ

る
。「
そ
れ
は
お
客
さ
ん
の
考

え
違
い
で
は
な
い
か
」「
う
ち

は
こ
う
い
う
管
理
し
て
い
る
か

ら
そ
ん
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
」
と
い
え
ば
「
二
度
と

こ
の
店
に
来
る
か
」「
こ
の
商

品
を
買
わ
な
い
」
と
い
う
反
応

に
な
る
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
商
品
に
不

満
を
感
じ
て
も
文
句
を
言
わ
な

い
人
が
い
る
こ
と
だ
。
文
句
を

言
わ
な
い
の
で
、
不
満
に
対
し

て
許
し
て
く
れ
て
い
る
の
か
と

言
う
と
そ
ん
な
こ
と
で
は
な

い
。
リ
ピ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人

は
10
人
に
１
人
し
か
い
な
い
。

こ
れ
ら
の
消
費
者
の
心
理
は
グ

ッ
ド
マ
ン
の
法
則
に
よ
く
示
さ

れ
て
い
る
。

　

男
性
で
は
、
店
で
買
い
物
を

し
て
い
る
途
中
店
内
に
い
る
う

ち
に
異
物
な
ど
に
気
が
つ
い
た

場
合
は
苦
情
を
申
し
立
て
る

が
、
一
旦
家
に
帰
り
く
つ
ろ
い

で
い
た
時
、
異
物
混
入
に
気
が

つ
い
て
も
、
販
売
店
に
わ
ざ
わ

ざ
文
句
を
言
い
に
行
く
人
は
少

な
い
。
異
物
の
内
容
に
も
よ
る

が
、
ほ
と
ん
ど
行
か
な
い
と
思

う
。電
話
を
す
る
人
も
少
な
い
。

し
か
し
、
商
品
に
対
す
る
怒
り

は
治
ま
っ
て
は
い
な
い
。
そ
う

し
た
経
験
を
し
た
消
費
者
は
、

次
回
か
ら
同
業
他
社
の
商
品
を

買
う
よ
う
に
な
る
。
製
造
者
や

販
売
に
は
苦
情
が
届
か
な
い
の

で
、
迷
惑
を
か
け
て
い
る
こ
と

自
体
に
気
が
付
か
な
い
。
知
ら

な
い
う
ち
に
自
分
の
と
こ
ろ
の

商
品
の
リ
ピ
ー
タ
ー
を
減
ら
し

て
し
ま
う
。

　

あ
る
い
は
取
引
先
の
商
材
の

棚
か
ら
自
分
の
場
所
が
縮
ま
る

の
は
、
案
外
こ
う
い
う
と
こ
ろ

に
原
因
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な

い
。
異
物
混
入
の
本
当
の
怖
さ

は
こ
こ
が
つ
か
み
き
れ
な
い
こ

と
で
あ
る
。

　

異
物
混
入
に
遭
遇
し
て
怒
っ

て
い
る
相
手
に
電
話
を
す
る
こ

と
は
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
か
か

る
仕
事
で
あ
る
。
あ
る
い
は
謝

り
に
行
く
こ
と
も
嫌
だ
ろ
う
。

た
だ
、
当
該
者
だ
け
に
し
か
迷

惑
を
か
け
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
異
物
混
入
対
策
は
そ
ん
な

に
難
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
怒

っ
て
い
る
人
１
人
の
陰
に
、
何

人
が
内
心
怒
っ
て
い
な
が
ら
ク

レ
ー
ム
を
出
し
て
い
な
い
の

か
。
こ
れ
は
、
ど
れ
く
ら
い
い

る
の
か
残
念
な
が
ら
見
当
が
つ

か
な
い
。

　

以
前
、
Ｎ
Ｂ
品
と
生
協
商
品

の
苦
情
発
生
状
況
を
比
較
し
た

こ
と
が
あ
る
。
食
感
や
味
、
商

品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
デ
ザ
イ
ン
イ

メ
ー
ジ
、
ほ
と
ん
ど
同
様
の
商

品
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

Ｎ
Ｂ
品
と
比
較
を
す
る
と
、
生

協
Ｐ
Ｂ
品
は
６
倍
の
苦
情
が
来

た
。

　

す
べ
て
が
異
物
苦
情
と
は
限

ら
な
い
が
、
Ｎ
Ｂ
商
品
と
し
て

売
っ
て
い
た
ら
、
６
分
の
１
の

商
品
情
報
し
か
得
ら
れ
な
い
。

商
品
が
ど
う
い
う
形
で
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
か
を
知
る
た
め

の
機
会
に
な
っ
た
。

　

次
号
に
続
く
。

っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
異
物
に

対
す
る
消
費
者
の
プ
レ
ッ
シ
ャ

ー
が
高
い
の
で
、
最
初
か
ら
織

り
込
み
済
み
で
考
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
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日
本
菓
子
専
門
学
校　

平
泉
博
仁
教
師

洋
菓
子
講
習
【
基
礎
編
】

タ
ル
ト

ユ
ズ　

フ
レ
ー
ズ

（
直
径
18
㎝
タ
ル
ト
リ
ン
グ
）

タルト　ユズ　フレーズ

６
分
立
て
に
し
た
生
ク
リ
ー
ム

を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ
せ
る
。

⑤
セ
ル
ク
ル
に
流
し
入
れ
て
ビ

ス
キ
ュ
イ
を
の
せ
て
、
冷
凍
庫

で
冷
や
し
固
め
る
。

〈
ガ
ル
ニ
チ
ュ
ー
ル

フ
リ
ュ

イ
ル
ー
ジ
ュ
〉

１
台
１
５
０
ｇ
×
３
台
分

【
材
料
】

フ
レ
ー
ズ
ピ
ュ
ー
レ

…
…
…
…
２
０
０
ｇ

　

水
…
…
…
…
…
…
…
…
40
ｇ

　

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
①
…
…
50
ｇ

　

冷
凍
フ
レ
ー
ズ
ホ
ー
ル

…
…
…
…
…
…
80
ｇ

　

冷
凍
フ
レ
ー
ズ
デ
ボ
ワ
ホ
ー

ル
…
…
…
…
…
…
…
…
60
ｇ

　

冷
凍
フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
ホ
ー

ル
…
…
…
…
…
…
…
…
40
ｇ

　

冷
凍
ミ
ュ
ー
ル
ホ
ー
ル

…
…
…
…
…
…
20
ｇ

　

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
②
…
…
40
ｇ

　

片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
16
ｇ

　

ジ
ュ
レ
デ
セ
ー
ル
…
…
28
ｇ

【
作
り
方
】

①
（Ａ）
を
鍋
に
入
れ
て
火
に
か

け
、
沸
騰
さ
せ
る
（
途
中
で
果

肉
を
適
度
に
細
か
く
砕
き
な
が

ら
加
熱
す
る
）。

②
（Ｂ）
を
均
一
に
混
ぜ
て
か
ら
、

火
を
止
め
た
①
に
加
え
て
混
ぜ

合
わ
せ
る
。

⑥
フ
ラ
ン
ス
天
板
に
オ
ー
ブ
ン

シ
ー
ト
を
敷
き
、
⑤
の
生
地
を

平
ら
に
伸
す
。

⑦
１
７
５
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で
約

14
分
ダ
ン
パ
ー
を
開
け
て
焼
成

す
る
。

⑧
焼
き
上
が
っ
た
ら
グ
リ
ル
に

移
し
て
冷
ま
し
て
使
用
す
る
。

〈
ク
レ
ー
ム

ユ
ズ
〉

　

１
台
１
８
０
ｇ
×
３
台
分

【
材
料
】

柚
子
ピ
ュ
ー
レ
…
…
２
２
５
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
…
…
…
45
ｇ

ジ
ュ
レ
デ
セ
ー
ル
…
…
…
43
ｇ

生
ク
リ
ー
ム
40
％
…
３
３
５
ｇ

【
作
り
方
】

①
1
／
3
の
柚
子
ピ
ュ
ー
レ
を

鍋
に
入
れ
て
、
沸
騰
さ
せ
る
。

②
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
と
ジ
ュ
レ
デ

セ
ー
ル
を
良
く
混
ぜ
て
か
ら
①

に
入
れ
て
し
っ
か
り
と
混
ぜ

る
。
そ
の
後
、
再
度
火
に
か
け

て
全
体
が
沸
く
ま
で
加
熱
す
る
。

③
②
を
火
か
ら
下
ろ
し
て
ボ
ウ

ル
に
移
し
、
残
り
の
柚
子
ピ
ュ

ー
レ
を
加
え
て
混
ぜ
る
。

④
③
が
30
℃
ま
で
冷
め
た
ら
、

ブ
ン
で
焼
成
す
る
。

〈
ビ
ス
キ
ュ
イ
シ
ョ
コ
ラ

オ

レ
〉フ

ラ
ン
ス
天
板
１
枚
分
↓
直

径
15
㎝
丸
×
６
枚
分
使
用

【
材
料
】

卵
黄
…
…
…
…
…
…
１
４
０
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
⑴
…
…
…
75
ｇ

シ
ョ
コ
ラ　

オ　

レ
（
35
％
）

…
…
…
…
１
６
８
ｇ

片
栗
粉
…
…
…
…
…
…
…
30
ｇ

卵
白
…
…
…
…
…
…
２
８
０
ｇ

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
⑵
…
…
…
75
ｇ

【
作
り
方
】

①
ミ
キ
サ
ー
ボ
ウ
ル
に
卵
黄
と

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
⑴
を
入
れ
て
、

白
っ
ぽ
く
ま
る
ま
で
立
て
る
。

②
溶
か
し
て
お
い
た
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
に
片
栗
粉
を
入
れ
て
混
ぜ

る
。

③
②
に
①
を
入
れ
て
混
ぜ
合
わ

せ
る
。

④
卵
白
と
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
⑵
で

メ
レ
ン
ゲ
を
作
る
。

⑤
③
に
④
を
２
回
に
分
け
て
入

れ
な
が
ら
、
さ
っ
く
り
と
合
わ

せ
る
。

ョ
ン
を
す
る
。

《
配
合
／
工
程
》

〈
パ
ー
タ
サ
ブ
レ
〉

18
㎝
タ
ル
ト
リ
ン
グ
３
台
分

【
材
料
】

　

バ
タ
ー
…
…
…
…
１
６
８
ｇ

　

グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
…
１
１
０
ｇ

　

薄
力
粉
…
…
…
…
１
５
０
ｇ

　

片
栗
粉
…
…
…
…
１
２
８
ｇ

ア
ー
モ
ン
ド
パ
ウ
ダ
ー
皮
付

…
…
…
…
…
…
80
ｇ

全
卵
…
…
…
…
…
…
…
…
60
ｇ

食
塩
…
…
…
…
…
…
…
…
２
ｇ

【
作
り
方
】

※
サ
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
法
で
仕
込
み

①
全
卵
以
外
の
全
材
料
を
フ
ー

ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
に
入
れ
て
、

均
一
に
撹
拌
す
る
。
↓
バ
タ
ー

が
馴
染
ま
な
い
よ
う
に
注
意
。

②
全
卵
を
入
れ
て
、
ひ
と
ま
と

ま
り
に
な
る
ま
で
混
ぜ
合
わ
せ

る
。

③
冷
蔵
庫
で
休
ま
せ
る
。

④
３
㎜
に
の
し
て
タ
ル
ト
リ
ン

グ
に
敷
き
込
む
。

⑤
鉄
板
に
シ
ル
パ
ン
を
敷
き
、

④
を
の
せ
て
１
６
０
℃
の
オ
ー

④
17
㎝
（
無
け
れ
ば
18
㎝
）
の

セ
ル
ク
ル
に
、
ク
レ
ー
ム
ユ
ズ

を
仕
込
ん
で
流
し
入
れ
て
平
ら

に
す
る
。
も
う
一
枚
の
ビ
ス
キ

ュ
イ
シ
ョ
コ
ラ
オ
レ
を
入
れ
て

平
ら
に
し
、
冷
凍
庫
で
冷
や
し

固
め
る
。

⑤
ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
適

量
溶
か
し
、
テ
ン
パ
リ
ン
グ
を

取
っ
て
18
㎝
四
方
の
プ
レ
ー
ト

を
作
る
。

⑥
④
の
ム
ー
ス
側
に
柚
子
マ
ー

マ
レ
ー
ド
を
規
定
量
平
ら
に
塗

り
広
げ
る
。
そ
の
後
、
セ
ル
ク

ル
か
ら
抜
く
。

⑦
③
の
上
に
⑤
を
の
せ
、
そ
の

上
に
⑥
を
の
せ
る
。

⑧
イ
チ
ゴ
の
マ
リ
ネ
や
そ
の
他

の
仕
上
げ
材
料
で
デ
コ
レ
ー
シ

　

直
径
18
㎝
タ
ル
ト
リ
ン
グ　

３
台
分

《
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
》

①
パ
ー
タ
サ
ブ
レ
を
仕
込
ん
で

タ
ル
ト
リ
ン
グ
に
シ
ュ
ミ
ゼ

し
、
空
焼
き
す
る
。

　

冷
め
た
ら
内
側
に
溶
か
し
た

ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
塗
っ

て
、
湿
気
止
め
を
す
る
。

②
ビ
ス
キ
ュ
イ
シ
ョ
コ
ラ
オ
レ

を
仕
込
ん
で
焼
成
し
、
冷
め
た

ら
15
㎝
サ
イ
ズ
に
抜
く
。

　

１
枚
を
①
の
内
側
底
に
敷
い

て
お
く
。

③
ガ
ル
ニ
チ
ュ
ー
ル
フ
リ
ュ
イ

ル
ー
ジ
ュ
を
仕
込
ん
で
、
②
の

中
に
絞
り
入
れ
て
平
ら
に
す
る
。

　

そ
の
後
、
冷
蔵
庫
で
冷
や
し

固
め
る
。

③
②
を
再
度
火
に
か
け
、
全
体

が
し
っ
か
り
と
沸
騰
す
る
ま

で
、
混
ぜ
な
が
ら
加
熱
す
る
。

④
③
を
ボ
ウ
ル
に
移
し
て
、
氷

水
に
当
て
な
が
ら
し
っ
か
り
と

冷
ま
す
。

⑤
表
面
に
ラ
ッ
プ
を
し
て
、
冷

蔵
庫
で
冷
や
す
。
全
体
が
締
ま

っ
た
ら
使
用
す
る
。

〈
飾
り
用
い
ち
ご
の
マ
リ
ネ
〉

【
材
料
】

イ
チ
ゴ
（
Ｍ
サ
イ
ズ
）
縦
に
６

等
分
カ
ッ
ト
…
…
…
…
…
21
粒

ナ
パ
ー
ジ
ュ
ミ
ロ
ワ
ー
ル
ヌ
ー

ト
ル
…
…
…
…
…
…
…
…
20
ｇ

柚
子
ゼ
ス
ト
…
…
…
１
／
４
個

【
作
り
方
】

①
全
材
料
を
ボ
ウ
ル
に
入
れ

て
、
か
る
く
混
ぜ
合
わ
せ
て
使

用
す
る
。

〈
そ
の
他
仕
上
げ
材
料
〉

３
台
分

ミ
ル
ク
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
プ
レ

ー
ト
（
18
㎝
×
18
㎝
）

…
…
…
…
…
…
３
枚

　

（
カ
カ
オ
分
35
％
を
使
用
）

柚
子
マ
ー
マ
レ
ー
ド
（
タ
カ
食

品
）
…
１
２
０
ｇ
（
１
台
40
ｇ
）

フ
ラ
ン
ボ
ワ
ー
ズ
ホ
ー
ル

…
…
…
…
…
…
15
粒

ミ
ュ
ー
ル
ホ
ー
ル
…
…
…
15
粒

グ
ロ
ゼ
イ
ユ
（
枝
付
）
…
３
房




















































（Ａ）（Ｂ）

購読をご希望の方は全国菓子工業組合連合
会宛て電話か FAX若しくはメールでお申
し込みくださいますようお願い致します。

電　話 ０３－３４００－８９０１
ＦＡＸ ０３－３４０７－５４８６

菓 子 工 業 新 聞 平成27年５月15日第914号 （12）（第三種郵便物認可） （毎月 15 日発行）




